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ブンカでつなぐ
人と時代とコミュニティ
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「
ま
ち
の
ブ
ン
カ
」を

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

“
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し
く
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し
て
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ま
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組
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。
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キ
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ワ
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ブ
ン
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。
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あ
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。
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て
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

新
し
い
魅
力
や
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
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た
し
た
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ま
ち
の
ブ
ン
カ
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に
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。
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く
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を
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。
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催
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携
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形
浄
瑠
璃
は
17
世
紀
初
め
ご
ろ
、人
形
操
り
と
三

味
線
で
伴
奏
す
る
浄
瑠
璃
の
語
り
が
結
び
つ
い

て
、京
都
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

18
世
紀
に
入
る
と
竹
本
義
太
夫（
浄
瑠
璃
の
語
り
手
）と
近

松
門
左
衛
門（
作
家
）の
登
場
に
よ
り
、人
気
を
獲
得
。大
阪

道
頓
堀
で
は
、竹
本
座
と
豊
竹
座
が
人
気
を
競
い
、人
形
浄

瑠
璃
は
大
衆
の
娯
楽
と
し
て
全
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、そ
の
前
か
ら
淡
路
の
多
く
の
人
形
座
が
全
国
へ
巡
業
、

各
地
で
公
演
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
に
入
り
、映
画
や
テ
レ
ビ
が
普
及
し
た
た
め
、人
形
浄
瑠

璃
の
人
気
は
衰
え
ま
し
た
が
、今
で
も
関
西
に
は
地
域
の
文

化
と
し
て
、各
地
に
人
形
浄
瑠
璃
が
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
ブ
ン
カ
の
役
割
」を
テ
ー

マ
に
、そ
ん
な
関
西
各
地
に
残
る
人
形
浄
瑠
璃
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の
文
化
資
源
と
の
関
係
を

「
集
・
創
・
結
・
育
」の
4
つ
の
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

人

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
ブ
ン
カ
の
役
割

特 集
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まちにとって大切な、
人が楽しみ創造する
ブンカの話

＞ P.14

まちにとって大切な、
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ブンカの話

＞ P.20

まちにとって大切な、
人のこころを豊かに
育むブンカの話

＞ P.28

P.06  コミュニティにおけるブンカの役割

関
西
各
地
に
残
る

人
形
浄
瑠
璃

ブンカを考える4つのキーワード
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P.07P.08  人が集まり、遊ぶ場所をつくるブンカ

column

関西エリアの人形浄瑠璃マップ
関西広域連合の対象とする関西エリアは、
人形浄瑠璃がさまざまなカタチで息づく地域。

それぞれの地域で多彩なブンカを育みながら歩んできました。

鳥取県 Tottori

念力節（がんりきぶし）に合わせて
舞う人形芝居・円通寺人形芝居
（P15）や田園のまちに根付いた文
化・水口人形芝居（P11）、むら全体
で人間国宝の技を伝える新田人形
浄瑠璃芝居相生文楽（P25）など、鳥
取県内の人形浄瑠璃は、各地でさま
ざまな発展を遂げています。

兵庫県 Hyogo

ケレン味あふれる演出で時代をリー
ドした、国指定重要無形民俗文化
財・淡路人形浄瑠璃（P31）をはじ
め、西宮神社の御神札を配りなが
ら、えびす信仰を全国に広めた、人
形操りの源流とも言える西宮のえび
すかきなど、今もその歴史は兵庫県
内に息づいています。

大阪府 Osaka

「おやじ制」（P23）という独自のシス
テムで約200年。太夫と三味線のみ
で演技者、人形を伴わない素浄瑠
璃の文化が根付く能勢町では、地域
の伝統を新しいまちのブンカ創造
へと発展させる能勢人形浄瑠璃が
あります。

徳島県 Tokushima

大型で光沢のある塗りの人形を活
かした、独自の操作法「阿波の手」
を守り伝える、国指定重要無形民俗
文化財・阿波人形浄瑠璃をはじめ、
天秤棒で担いだ2つの木箱に人形
数体を入れ、関東から九州まで全国
各地に人形文化を伝えた、徳島独自
の路傍の芸能・阿波木偶箱まわしな
どがあります。

京都府 Kyoto

五穀豊穣を祈願し、祖霊の冥福を祈
る4つの神社の合同祭礼として地域
に残る、国指定重要無形民俗文化
財の佐伯灯籠や、一人遣いで地域
のオリジナル脚本を演じる、京都府
指定無形民俗文化財・和知人形浄
瑠璃（P29）など、地域の祭礼や行事
とともに歩んでいます。

滋賀県 Shiga

滋賀県選択無形民俗文化財・冨田
人形（P42）は、天保6年に発足。滋
賀県長浜に興行に訪れた阿波の人
形座が大雪に見舞われ興行でき
ず、旅費として置いていった人形で
稽古を始めたのが起源とされていま
す。海外からの留学生の受け入れ
や、地域の小学生への普及活動も
積極的に行っています。

まちにとって大切なブンカのチカラ 1

人が集まり、遊ぶ場所をつくるブンカ

＜ P.09　坂州農村舞台／阿波人形浄瑠璃（徳島県那賀町）

＜ P.11　水口人形芝居／因幡文楽水口人形芝居保存会（鳥取県八頭町）

「
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
を
も
っ
と
楽
し
く
し
た
い
」

神
社
の
秋
祭
り
に
み
ん
な
が
集
い
、会
話
を
交
わ
す
、

人
形
芝
居
を
娯
楽
と
し
て
子
ど
も
の
よ
う
に
楽
し
む
。

ブ
ン
カ
に
は
、”遊
ぶ
“”楽
し
む
“た
め
の

「
集
う
場
」を
つ
く
る
チ
カ
ラ
が
あ
り
ま
す
。

「
集
う
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紹
介
す
る
の
は
、

徳
島
県
那
賀
町
に
あ
る「
坂
州
農
村
舞
台
」と

鳥
取
県
八
頭
町
の「
水
口
人
形
芝
居
」。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
、

２
つ
の
ブ
ン
カ
を
紹
介
し
ま
す
。

1

Tottori

4

Tokushima

2

Hyogo

5

Kyoto

3

Osaka

6

Shiga



木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。
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P.10  人が集まり、遊ぶ場所をつくるブンカ P.09

に
、世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
た
ん

で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

で
は
、自
宅
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
娯

楽
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。平
成
23
年
4

月
の
調
査
に
よ
る
と
、那
賀
町
は
人

口
1
万
人
に
満
た
な
い
ま
ち
。「
人
と

人
の
つ
な
が
り
」や「
地
域
の
支
え
合

い
」の
希
薄
化
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、こ

の
年
に
一
度
の
お
祭
り
は
、地
域
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
役
割
を
持
ち
ま

す
。「
人
形
芝
居
は
木
沢
の
証
」と
も

言
わ
れ
る
ほ
ど
、伝
統
芸
能
と
し
て
大

切
に
引
き
継
が
れ
、お
祭
り
と
い
う
誰

も
が
参
加
し
や
す
い
形
で
触
れ
ら
れ

る
の
で
す
。か
つ
て
徳
島
県
の
各
地
で

栄
え
た
人
形
浄
瑠
璃
。今
は
上
演
さ
れ

な
く
な
っ
た
舞
台
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、坂
州
農
村
舞
台
の
秋
祭
り
は
、時

代
や
社
会
背
景
が
変
わ
っ
て
も
、地
域

の
集
い
と
交
流
の
場
と
し
て
の
大
切

な
役
割
を
持
ち
続
け
る
の
で
す
。

「久しぶり！元気しとったん？」「よう帰ってきてたね！」
「お姉ちゃんの言うこと聞き！」飛び交う人びとの声。
懐かしい歌謡曲、宵闇に光る出店と提灯の光、みんなで見上げる花火…
坂州八幡神社の農村舞台は地域に欠かせない年に一度のお祭り。
1年ぶりに帰郷した友人や恩師との再会を喜ぶ人たち、
まだ小さい子どもをまとめる小学生のお姉ちゃん、お兄ちゃん、
お祭りの出店を切り盛りする青年団、若者たち、
人形浄瑠璃や芝居に手を叩いて喜ぶおじいちゃん、おばあちゃん。
子どもからお年寄りまで、さまざまな世代の方が、
このお祭りを舞台に、それぞれの交流や関係づくりが生まれています。

ぜ
浄
瑠
璃
と
い
う
ブ
ン
カ
が

地
域
の
人
び
と
の
暮
ら
し
に

息
づ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ

の
答
え
の
ひ
と
つ
が
、こ
こ
坂
州
八

幡
神
社
の
秋
祭
り
に
あ
り
ま
す
。

　

徳
島
県
南
部
に
位
置
す
る
那
賀
町

に
あ
る
坂
州
農
村
舞
台
、こ
こ
で
年

に
一
度
行
わ
れ
る
秋
祭
り
で
地
域
の

伝
統
ブ
ン
カ
と
し
て
人
形
浄
瑠
璃
が

上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
こ
の
地
域
の
人

形
浄
瑠
璃
を
支
え
て
き
た
木
沢
芸
能

振
興
会
の
吉
田
行
雄
さ
ん
に
お
話
を

う
か
が
う
と「
今
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
も

映
画
も
な
か
っ
た
時
代
、農
村
舞
台
で

行
わ
れ
る
人
形
浄
瑠
璃
は
、地
域
の
人

び
と
に
と
っ
て
の
娯
楽
で
し
た
。人
形

を
ま
わ
す（
操
る
）人
た
ち
に
と
っ
て

も
、練
習
の
場
が
み
ん
な
で
お
酒
を
酌

み
交
わ
す
社
交
場
。農
村
舞
台
の
上
に

も
、上
演
後
に
み
ん
な
で
囲
む
た
め
の

囲
炉
裏
が
あ
る
ん
で
す
。こ
の
お
祭

り
、人
形
芝
居
が
あ
っ
た
か
ら
、ま
ち

に
住
む
人
た
ち
が
気
軽
に
、当
た
り
前

な

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
自分の住むまちに残る盆踊り、神社の小さな
お祭りなどのブンカをもう一度見つめてみま
しょう。そこには「地域の人びとが楽しみなが
ら集う」場づくりの大切な役割があるはず。ブ
ンカには、地域に暮らすさまざまな世代の人
たちと、地域の風習について交流を育むチカ
ラがあるのです。

NO,1

人と人のさまざまな関係をつくり続ける
地域に欠かせないお祭り

坂州農村舞台とは

坂州八幡神社の境内にある農村舞台。昭和53年に徳島県文化財、平
成10年に国指定重要有形民俗文化財に指定。明治時代の建築とされ
る、徳島県内でも最も古い舞台のひとつ。平成26年は11月22日（土）
に開催された坂州八幡神社秋祭りの余興として、坂州若連中による
襖からくりと、木沢芸能振興会による恵比須舞、丹生谷清流座（P35）
による人形浄瑠璃が披露されました。

　  那賀町木沢支所（0884-65-2111）

坂
州
農
村
舞
台

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
（
徳
島
県
那
賀
町
）

BUTAI

NOSON

SAKASHU　

2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。木
沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統の
担い手がいなかったことが課題でした。「人形
の遣い手を町外から募集するか、つぶれてし
まうのか苦悶した」と話します。

まちの声
人形浄瑠璃芝居を地域で大切
に継承していきたい。だから、振
興会も息子の世代、役場の職員
など、地域の30代を中心に若い
人に入ってもらってます。



P.06

鳥取県八頭町に人形芝居が生まれたのは明治時代初期のこと。
江戸時代から全国的に流行していた賭博に代わり
健全な娯楽として普及させようと、
水口地区の青年同志が話し合って始まりました。
農閑期を利用して準備を重ね、約2年あまりで初演。
他村から招かれるようになった、という歴史を持ちます。
まだテレビも映画もゲームもなかった時代、
村の人びとに必要な「娯楽」として生まれ発展してきた人形芝居。
時を経ても変わらない、
人形芝居への「楽しい！おもしろい！」というまなざし。
そのブンカの役割を因幡文楽水口人形芝居保存会のみなさんに聞きました。

NO,2

みんなで集まり一緒に遊ぶ！
「楽しみ」で人が集まるブンカ 水

口
人
形
芝
居

因
幡
文
楽
水
口
人
形
芝
居
保
存
会
（
鳥
取
県
八
頭
町
）
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と
に
水
口
の
み
な
さ
ん
の
手
に
か
か

れ
ば
、「
傾
城
阿
波
鳴
門
」の
お
鶴

ち
ゃ
ん
は
、有
名
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

主
人
公
に
変
身
し
ま
す
し
、お
弓
さ
ん

は
有
名
な
演
歌
の
世
界
観
を
美
し
く

表
現
し
て
し
ま
う
の
で
す
。何
よ
り
魅

力
的
な
の
が
、み
な
さ
ん
口
々
に
ア
イ

デ
ア
を
発
す
る
こ
と
。好
奇
心
あ
ふ
れ

る
少
年
・
少
女
の
ま
な
ざ
し
そ
の
も
の

な
の
で
す
。

　
「
人
形
芝
居
は
、知
れ
ば
知
る
ほ
ど

味
が
出
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。も

と
も
と
こ
の
周
辺
は
団
結
力
の
強
い

地
域
。み
ん
な
持
ち
出
し
で
や
っ
て

き
た
人
形
芝
居
が
あ
っ
た
か
ら
、強

く
結
束
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」と
山
本
さ
ん
。「
楽
し
い
」か
ら

長
く
続
き
、「
楽
し
い
」か
ら
人
が
集

う
。人
形
芝
居
に
集
ま
る
み
な
さ
ん

の
笑
顔
が
、地
域
に
ブ
ン
カ
が
必
要

な
理
由
を
強
く
深
く
物
語
っ
て
い
ま

し
た
。

形
っ
て
、そ
こ
に
置
い
て
あ

る
だ
け
だ
と
”死
ん
で
い
る
“

状
態
。「
そ
れ
が
、人
が
手
に
と
っ
た
途

端
、命
を
吹
き
込
ま
れ
る
。そ
れ
が
も

う
楽
し
く
て
楽
し
く
て
」。目
を
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
か
せ
て
そ
う
話
す
の
は
、因

幡
文
楽
水
口
人
形
芝
居
保
存
会
の
山

本
さ
ん
。人
形
に
つ
い
て
話
す
だ
け
で

う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な

い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

保
存
会
の
外
題（
演
目
）に
は「
傾
城

阿
波
鳴
門
」「
壺
坂
霊
験
記
」「
絵
本
太

功
記
」な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、み
な
さ

ん
の
人
形
を
操
る
楽
し
み
は
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。「
伝
統
芸
能

と
言
う
と
、ど
う
し
て
も『
古
い
も
の
』

と
か『
守
る
べ
き
も
の
』と
い
う
視
点

に
な
り
が
ち
。も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
切

だ
け
ど
、続
け
て
い
く
た
め
に
、み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
な
に
か
と
考
え
、有
名
な
演

歌
や
歌
謡
曲
、戯
曲
の
名
シ
ー
ン
を
人

形
で
演
じ
て
、”見
や
す
い
・
わ
か
り
や

す
い
“工
夫
を
し
て
い
ま
す
」。驚
く
こ

水口人形芝居とは

鳥取県八頭町の水口で受け継がれる水口人形芝居。明治時代初期に
当時荒れていた村の健全化のため、人形芝居に取り組もうと考えた村
の青年たちによって形成された一座で、その後、周辺農村から招かれ
興行するまでになりました。現在も因幡文楽水口人形芝居保存会に
よって受け継がれており、平成16年には町の無形民俗文化財の指定
を受けています。

　  八頭町教育委員会社会教育課（0858-84-1232）

人

P.12  人が集まり、遊ぶ場所をつくるブンカ P.11

SHIBAI

NINGYO

Minakuchi

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
お年寄りの中には、古くからのお友だちや仲
間としか交流していないという方や、あまり
外出の機会がない、という方も少なくないで
しょう。昔から地域に伝わる「遊び」や仲間
で集えるものを探してみると、交流の場が広
がり、生きがいを感じられるのではないで
しょうか。

「人形芝居は知れば知るほどおもしろく奥深
い」と、みんなで集まりを楽しむ保存会のみ
なさんですが、高齢なため、「次の担い手探し
がいちばんの課題」と話します。

町内の小学校へ人形芝居の指
導に行っています！人形芝居の
面白さや魅力に気づき、自分も
やってみたい！と思ってもらいた
いです。

まちの声



阿波人形浄瑠璃 Tokushima

相次いで復活する農村舞台の人形浄
瑠璃公演。その背景に使われた襖絵
を次々と転換させて見せる襖からく
り。江戸時代から続く人形座がしっ
かりと伝統を守る一方で、新たな人
形座が結成され、人形浄瑠璃の新作
が上演されるなど、徳島では、次々と
新たな試みが行われています。

阿波木偶箱まわし Tokushima

箱の中から次々と人形を取りだし、
人形浄瑠璃のさわりを演じた箱まわ
し。お正月には、「三番叟まわし」で
１軒１軒門付けにまわり１年の福を
運びました。1960年代には、ほとん
ど見られなくなった徳島の風景です
が、その最後の糸を「阿波木偶箱ま
わし保存会」がつなぎ留めました。
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P.13P.14  人が楽しみ創造するブンカ

column

徳島県の人形浄瑠璃
5つの太夫部屋に20を越える人形座。人形をつくる人形師が多数活躍し、

神社の境内には人形芝居の農村舞台が日本で最も多く残る。
これらの資源を存分に活用し、古典から新作、野外公演まで

人形浄瑠璃を多彩に楽しんでいるのが徳島です。

まちにとって大切なブンカのチカラ 2

人が楽しみ創造するブンカ

＜ P.15　円通寺人形芝居／円通寺人形芝居保存会（鳥取県鳥取市）

＜ P.17　能勢人形浄瑠璃／鹿角座（大阪府能勢町）

1&2

Tokushima

「
ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」と
も
言
え
る
地
域
の
伝
統
文
化
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、

新
し
く「
創
造
す
る
」こ
と
を
選
ん
だ
地
域
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
あ
る
異
な
る
文
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
続
い
て
き
た

鳥
取
市
の
円
通
寺
人
形
芝
居
。

語
り
だ
け
の
浄
瑠
璃
に
、人
形
と
お
囃
子
を
取
り
入
れ
た

能
勢
町
の
人
形
浄
瑠
璃
。

伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
。

で
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、

時
代
や
暮
ら
し
に
合
わ
て
楽
し
み
な
が
ら
、

創
造
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
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人形芝居の保存・継承のしかたは地域によってさまざまです。
鳥取県因幡地方に残る人形座のひとつ・円通寺人形芝居は、
さまざまなブンカとしなやかに融合しながら新しい試みに挑戦、
自分のまちのブンカを創り続けています。
江戸時代末期、鳥取城の築城や城下町整備の際に
城郭に使う石を山から切り出して運ぶ
石工たちが唄ったとされる石切歌「念力節」。
その節に合わせてダイナミックに操る、目も口も動かぬ三吉デコという人形。
地域で生まれた地域のたからものを多彩につないでいく
円通寺人形芝居保存会が見つめるブンカの「これから」のお話。

NO,1

さまざまなブンカと融合
新しい試みが地域のたからものを創る

円通寺人形芝居とは

江戸時代末期に始まった人形芝居。三味線、太鼓、胡弓の演奏で念力
節（お城や城下町建設のための石を切り出し運搬する重労働をした
人びとが唄った労働歌）を唄い、それに合わせて人形を3人で操りま
す。一般的に人形芝居は「三番叟」から始まりますが、「三吉デコ」とい
う舞から始めるのが特徴。鳥取県の無形民俗文化財に指定されてい
ます。

　  鳥取市教育委員会文化財課（0857-20-3367）

SHIBAI

NINGYO
ENNTSUUJI　　

円
通
寺
人
形
芝
居

円
通
寺
人
形
芝
居
保
存
会
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

の
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
と
の
交
流
に
も

『
鳥
の
劇
場
』の
方
に
架
け
橋
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
切
な
の
は
、

人
と
の
つ
な
が
り
や
出
会
い
を
活
か

す
こ
と
。こ
れ
は
文
化
継
承
に
お
い
て

一
番
の
肥
や
し
で
す
」と
話
す
西
村
さ

ん
。人
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
創
造
し

て
い
く
新
し
い
人
形
芝
居
の
可
能
性
。

そ
の
創
造
が
さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
大

き
く
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
続

け
て
い
る
の
で
す
。

工
た
ち
が
唄
っ
た
と
言
わ
れ

る
石
切
歌
に
合
わ
せ
て
操
る

三
吉
デ
コ
。「
奴
の
念
力
、岩
を
も
通

す
」の
節
か
ら「
念
力
節
」と
名
付
け
ら

れ
た
”地
域
の
唄
“の
舞
台
は
、鳥
取
県

鳥
取
市
。円
通
寺
人
形
芝
居
保
存
会
は
、

こ
の
地
の
ブ
ン
カ
で
あ
る
人
形
芝
居
の

保
存
と
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
伝
統
芸
能
は
、単
に
守
り
、保
存
す

る
だ
け
で
は
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
活
動
で
、自
分
た

ち
の
取
り
組
み
が
外
部
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
と
、地
域
の
方
も
そ
の
価
値
に

気
づ
く
は
ず
」と
話
す
の
は
、事
務
局
の

西
村
一
重
さ
ん
。

　
「
戦
争
で
一
時
消
滅
の
危
機
に
遭
っ

た
人
形
芝
居
。復
活
さ
せ
た
の
が
私
の

祖
父
で
、な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

を
も
う
一
度
生
き
返
ら
せ
る
苦
労
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。人
形
が
な

か
っ
た
ら
円
通
寺
は
円
通
寺
に
な
り
え

な
い
。こ
れ
が
自
分
た
ち
の
ブ
ン
カ
な

ん
だ
と
自
覚
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
と
考
え
な
が
ら
活
動
し
て

石

P.15P.16  人が楽しみ創造するブンカ

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
担い手の減少により、規模を縮小した伝統芸
能や風習はありませんか？地域の伝統を未来
へ「つなぐ」ためには、時代に合わせた発展・
進化が必要。もしかして現代アートなど意外
なつながりの中に創造のヒントが隠れている
かもしれません。新しい地域の物語をつくる
のもブンカのチカラなのです。

芸術とはまた違った役割や大切な意味を持
つ地域のブンカ。それを受け取り保存するだ
けでは生き残れません。円通寺の人形を次の
世代へ伝えるために、新しい試みを続けてい
ます。

まちの声
現在のまちの人たちに地域のこ
とをより愛してもらえるよう、地
名をテーマにコラボレーション
を企画。地域愛を育むためにブ
ンカを活用しています！

い
ま
す
」。

　

円
通
寺
人
形
芝
居
が
新
し
い
活
動

の
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
の
は
平
成
25

年
の
こ
と
。「
鹿
野
町
で
廃
校
を
利
用

し
、地
域
で
演
劇
を
創
っ
て
い
る『
鳥

の
劇
場
』の
方
が
、フ
ラ
ン
ス
の
劇
作

家
・
俳
優
デ
ィ
デ
ィ
・
ガ
ラ
ス
さ
ん
を

連
れ
て
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ

が
縁
と
な
り
、円
通
寺
の
人
形
が
登
場

す
る
鳥
取
市
内
の
物
語
が
創
ら
れ
、上

演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後



P.06

「伝統芸能」は守るべきもの。確かにそれもひとつの考え方です。
では今現在の私たちの生活様式や地域ならではの風習、
美しいと思うモノ・コトは100年後、1000年後、
どんなカタチをして、どう命を保ち続けるのでしょうか。
大阪府能勢町は太棹三味線と太夫の語りで物語が進行する
素浄瑠璃が根づく地域。
この伝統を守りながら、新しくブンカを創るため、
平成10年に生まれた人形座があります。
素浄瑠璃に囃子と人形を加え、首（かしら）から衣裳まで
なんと、すべてがオリジナル。未来のまちのブンカを創造する
能勢人形浄瑠璃「鹿角座」の取り組みとは。

NO,2

2 0 0年の歴史を持つ浄瑠璃を活用し
新しい人形浄瑠璃を未来に開花させる

能
勢
人
形
浄
瑠
璃

鹿
角
座
（
大
阪
府
能
勢
町
）

p17_p18

行
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
町
営

ホ
ー
ル「
淨
る
り
シ
ア
タ
ー
」館
長
の

松
田
正
弘
さ
ん
。「
地
域
ブ
ン
カ
は
単

な
る
芸
術
で
は
な
く
”資
源
“。子
ど
も

た
ち
が
将
来
自
分
の
ま
ち
の
こ
と
を

語
り
、地
元
愛
を
育
め
る
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
」と
続
け
ま
す
。鹿
角
座
の

座
長
を
務
め
る
狭
間
み
の
り
さ
ん
は

「
能
勢
は
素
浄
瑠
璃
の
ブ
ン
カ
が
息
づ

く
ま
ち
。こ
の
伝
統
が
新
し
い
創
造
に

活
き
る
部
分
も
大
き
い
。太
夫
が
舞
台

で
使
う
床
本
は
仮
名
の
解
読
も
難
し

く
、譜
面
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
の

で
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
耳
、目
、体
で
覚

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。こ
れ
は
能
勢

の
お
や
じ
制（
P
23
）で
人
か
ら
人
へ

伝
え
ら
れ
た
方
法
」と
話
し
ま
す
。

　
「
ブ
ン
カ
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り
そ

の
も
の
」と
松
田
さ
ん
。創
造
す
る

ホ
ー
ル
、創
造
す
る
ま
ち
、ブ
ン
カ
の

2
0
0
年
後
は
ま
ち
の
2
0
0
年
後

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

阪
の
て
っ
ぺ
ん
に
位
置
す
る

大
阪
府
能
勢
町
。平
成
26
年

9
月
13
日
の
宵
の
入
り
、地
元
の
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
、県
外
や
国
外
か
ら

い
ら
し
た
で
あ
ろ
う
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
、地
黄
城
跡
に
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。み
な
さ
ん
の
お
目
当
て
は
今
宵
こ

こ
で
開
催
さ
れ
る「
浄
瑠
璃
の
里 

能
勢

浄
瑠
璃
公
演
」。出
演
す
る
の
は
平
成

生
ま
れ
の
人
形
浄
瑠
璃
劇
団「
能
勢
人

形
浄
瑠
璃
鹿
角
座
」で
す
。能
勢
町
は
、

人
口
1
万
1
千
の
う
ち
、驚
く
こ
と
に

約
2
0
0
名
が
浄
瑠
璃
の
語
り
を
で
き

る
と
い
う
、素
浄
瑠
璃
ブ
ン
カ
の
息
づ

く
地
。お
よ
そ
2
0
0
年
続
い
て
き
た

素
浄
瑠
璃
に
、「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
」と
し

て
人
形
を
加
え
、鹿
角
座
が
誕
生
し
た

の
は
平
成
10
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
設
立
当
初
か
ら
劇
団
と
し
て
独
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
、地
元
の
人
た
ち

で
結
成
し
ま
し
た
。太
夫
、三
味
線
、人

形
遣
い
、囃
子
、子
ど
も
浄
瑠
璃
、い
ず

れ
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
な
が

ら
、自
主
練
習
、依
頼
公
演
活
動
を

鹿角座の取り組みとは

200年以上の歴史をもつ能勢の浄瑠璃は、語りと三味線による素浄
瑠璃。平成10年、地域の財産として守り育てていくとともに次の世代
への提案・発展のため、人形と囃子を加えたビジュアル化を図り、能
勢人形浄瑠璃「鹿角座」が誕生。指導者に人形浄瑠璃文楽座の技芸
員らを迎え、年間を通して行なわれるワークショップを受けながら、
全国を舞台に活動しています。

　  淨るりシアター（072-734-3241）

大

P.18  人が楽しみ創造するブンカ P.17

JORURI

NINGYO

NOSE

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
自分の住むまちの歴史をひもとくと、地域の
お年寄りしか知らないような、意外な風習が
残っているかもしれません。それらを活かす
ためには、まちのブンカをよく知り、現代の感
性を取り入れて、ブンカを育てることが必要。
新しいブンカを創造することがまちづくりに繋
がります。

能勢の地におよそ200年も続いてきた浄瑠
璃。子どもたちが将来自分のまちを語れるよ
うに、今の感性に届けるための努力が必要。

まちの声 能勢人形浄瑠璃 鹿角座は、 新
しい能勢のブンカ。メンバーは
「自分を高めたい」という意識が
高いので、一緒に取り組むこと
でさまざまな垣根を越えている
実感があります！
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P.19P.20  人とまち、時代を結ぶブンカ

column

鳥取県の人形浄瑠璃
江戸時代から大正時代、因幡地方では人形芝居が盛んで約30の人形座がありました。

当時この地方で流行した「念力節」に合わせて一人で遣った「三吉デコ」が
そのルーツと言われています。明治になって義太夫節の三人遣いとなり、
大型の阿波木偶が採り入れられるなど淡路や阿波とのつながりが伺えます。

まちにとって大切なブンカのチカラ 3

＜ P.21　辺川神社農村舞台／阿波人形浄瑠璃（徳島県那賀町）

＜ P.23　義太夫節のおやじ制／能勢の浄瑠璃 竹本四派（大阪府能勢町）

＜ P.25　新田むらづくり運営委員会／新田人形浄瑠璃芝居相生文楽（鳥取県智頭町）

1

Tottori

2

Tottori

3

Tottori

人とまち、時代を結ぶブンカ

円通寺人形芝居 Tottori

円通寺は「三吉デコ」が現存する全
国で唯一の地域。丹後地方で行われ
ていた大黒舞に、念力節を取り入れ
て発展したのが三吉デコと言われて
います。旧時代からの変遷をとどめ
る高い歴史的価値を有する人形芝
居ですが、昨年は、鳥の劇場がプロ
デュースする演劇に参加するなど新
たな試みにもチャレンジしています。

水口人形芝居 Tottori

壺坂霊験記や傾城阿波鳴門、絵本
太功記などの古典作品だけでなく、
「おしんの子守歌」や「壺坂情話」な
どの流行歌に合わせて即興で人形
をまわすなど、村祭りでみんなが楽
しんだ素朴な人形芝居。今も夏の
納涼祭に欠かせない出し物です。
鳥取市本高の人形のほか、阿波の
大型木偶も使われています。

新田人形浄瑠璃芝居
相生文楽 Tottori

因幡地方の農村には江戸末期に流
行した賭博を一掃するために人形芝
居をはじめたという伝承が各地に
残っています。新田でも明治の初め
に岡山から人形を購入し人形芝居が
普及します。その後、天狗久作の阿
波木偶を取り寄せ、徳島や大阪の文
楽からも指導者を迎えるなど、各地
との交流の中で発展してきました。

み
ん
な
で
1
つ
の
目
標
に
向
か
う
時
、

人
と
人
は
つ
な
が
り
ま
す
。

「
ま
ち
に
残
る
古
い
舞
台
を
復
活
さ
せ
た
い
」

と
一
致
団
結
し
た
辺
川
農
村
舞
台
の
復
活
公
演
。

「
4
つ
の
派
が
励
ま
し
合
い
、競
い
合
う
」

能
勢
町
の
義
太
夫
節
お
や
じ
制
。

「
住
民
全
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
N
P
O
を
設
立
す
る
」

智
頭
町
の
新
田
む
ら
づ
く
り
の
結
束
力
。

地
域
に
残
る
ブ
ン
カ
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
は
、

人
や
ま
ち
、時
代
を
結
ぶ
チ
カ
ラ
が
あ
り
ま
す
。
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P.22  人とまち、時代を結ぶブンカ P.21

は
他
の
農
村
舞
台
と
比
べ
て
15
㎝
ほ
ど

大
き
く
て
重
い
。単
に
襖
を
引
く
こ
と

が
こ
ん
な
に
も
難
し
い
と
は
」と
驚
き
、

準
備
に
も
苦
労
を
重
ね
ま
し
た
。

　

襖
か
ら
く
り
の
三
味
線
演
奏
は
地
元

の
那
賀
高
校
人
形
浄
瑠
璃
同
好
会
、人

形
は
丹
生
谷
清
流
座（
P
35
）が
担
当
。

取
材
時
、那
賀
高
校
人
形
浄
瑠
璃
同
好

会
の
部
長
を
務
め
た
佐
竹
舞
さ
ん
は
、

ギ
タ
ー
好
き
が
高
じ
て
三
味
線
を
は

じ
め
た
高
校
3
年
生
。「
人
形
浄
瑠
璃

は
地
元
の
大
切
な
伝
統
文
化
だ
け
に
、

地
域
の
方
に
お
披
露
目
す
る
と
思
う

と
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
い
っ
ぱ
い
」と
話

し
な
が
ら
も
、本
番
で
は
部
員
6
名
全

員
で
、立
派
に
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

辺
川
神
社
に
残
る
襖
か
ら
く
り
と
農

村
舞
台
、人
形
浄
瑠
璃
。こ
の
伝
統
文
化

が
な
け
れ
ば
結
ば
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
人
と
人
の
つ
な
が
り
は
、1
0
0
年

の
時
を
越
え
た
、ま
ち
の
ブ
ン
カ
の
力

で
す
。

「これは…襖からくりじゃ！！」
全国の神社に、神楽や能を奉納する神楽殿・絵馬殿があるように
徳島県内の多くの神社には、浄瑠璃を奉納するための農村舞台が残っています。
徳島県那賀町平野にある辺川神社の農村舞台で
およそ100年前の襖からくりが発見されたのは平成24年春のこと。
「この襖からくりを操作して地域の人たちに見せたい」
辺川神社農村舞台保存会と那賀町農村舞台再生協議会をはじめ
地元の人形座、高校生、まちのみんなが手を取り合い約70年ぶりに
襖からくりの復活を目指してまちの挑戦が始まりました。
※襖からくりとは
表と裏で違う絵が描かれた襖を三味線（道具返し）と拍子木に合わせ、襖をからくり技術で巧みに操り、さまざまな場面を演出する技法。
1つの場面に4～10枚の襖を使い、襖を左右に開くと後ろに別の襖が現れる「引き分け」や「引き違い」などがあります。

成
26
年
11
月
23
日
の
よ
く
晴

れ
た
午
後
。名
物
の「
は
ん
ご

ろ
し
」や「
か
き
ま
ぜ
」、晩
茶
を
手
に
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
お
昼
ご
は
ん
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
は
徳
島
県
那

賀
町
に
あ
る
辺
川
神
社
の
農
村
舞
台
。

に
ぎ
わ
い
の
中
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、た
く
さ
ん
の
方
が
心
待
ち
に

し
て
い
る
の
は
、こ
こ
で
約
70
年
ぶ
り

に
復
活
す
る
襖
か
ら
く
り
と
人
形
浄
瑠

璃
の
公
演
で
す
。

　

辺
川
神
社
の
農
村
舞
台
で
発
見
さ

れ
た
襖
か
ら
く
り
は
約
1
0
0
年
前

の
も
の
。

　
「
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
作
ら
れ
た

襖
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
。ま
ず
は
修
復

の
作
業
が
大
変
で
し
た
。修
復
し
て
も

カ
ビ
が
つ
か
な
い
よ
う
、保
存
や
管
理

方
法
を
考
え
る
の
も
ひ
と
苦
労
で
し

た
」と
、古
建
築
等
建
造
物
調
査
研
究
会

の
森
兼
三
郎
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

襖
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
を
配
置
し
て

操
作
す
る
た
め
の
敷
居
や
鴨
居
も
必

要
。保
存
会
の
み
な
さ
ん
は「
辺
川
の
襖

平

NO,1

10 0年の時を超えて受け取った
地域のたからものがみんなを結ぶ

辺川神社農村舞台とは

兵庫、長野、岐阜、愛知などに並ぶ農村舞台の宝庫・徳島県。全国的
には歌舞伎を奉納するための舞台が多いのに対し、徳島県は人形芝
居を主とする舞台がほとんどで、全国の人形芝居用の舞台の90％以
上が集中。辺川神社のある徳島県那賀町には農村舞台を持つ神社も
多く、近年、続々と復活。

　  那賀町教育委員会文化振興室（0884-62-1117）

辺
川
神
社
農
村
舞
台

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
（
徳
島
県
那
賀
町
）

BUTAI

NOSON
HEGAWA JINJA

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
建造物や古文書、民話など、あなたの暮らす
まちに残る、いちばん古いモノ・コトは何です
か？さまざまな歴史や伝統文化を発見した
ら、その素晴らしさをまちに広げて共感をよ
ぶにはどうすれば良いか、楽しく考えてみま
しょう。さまざまな視点の人たちと出会い、ま
ちに絆がうまれるはず。

襖からくりの披露時、三味線を担当したのは
地元・那賀高校人形浄瑠璃同好会のみなさ
ん。学生の要望から結成された同好会です
が、3年生はもう卒業。活動継続のため、新入
部員の獲得が課題です。

まちの声 地域の伝統を披露するのはとっ
てもプレッシャーだけど、すっご
く夢中になれる！地元の座・丹
生谷清流座の学校公演など、学
生がまちのブンカに興味を持て
る機会がたくさんあります。
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なぜ200年前に地域に生まれた伝統文化が今も残るのでしょうか。
ひとことで言えば「地域に必要だったから」。
では、なぜ必要とされたのか、
必要性だけで生き続けることができるのか。
大阪府能勢町で江戸時代から続くのは
地域ブンカ・浄瑠璃に携わる人口を広げながら継承する
「おやじ制」というシステム。
「家元」に似ていながら、世襲制でもなく、経済的利点を伴わない。
地域の人から人へ、体温のある継承と後継者育成が自然に行われた
理由と希少な伝承のあり方についてお話をうかがいに
「大阪のてっぺん」を訪ねました。

NO,2

地域の人の手から手へ
おやじ制が広げる能勢の浄瑠璃ブンカ

p23_p24

な
か
っ
た
地
域
の
人
た
ち
を
浄
瑠
璃

の
世
界
へ
と
誘
い
こ
む
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
」。能
勢
の
浄
瑠
璃
が
広

が
り
、今
も
脈
々
と
生
き
続
け
る
の

は
、こ
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
能

勢
に
根
ざ
し
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

三
味
線
や
道
具
職
人
で
結
成
さ
れ

た「
伝
統
文
化
の
黒
衣
隊
」の
谷
尾
剛

さ
ん
も
お
や
じ
に
弟
子
入
り
し
た
経

験
を
持
つ
ひ
と
り
。

　
「
能
勢
に
は
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ

こ
と
へ
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
あ
っ
た
。他

の
派
の
浄
瑠
璃
を
観
て
参
考
に
す
る
な

ど
、い
い
ラ
イ
バ
ル
関
係
を
築
け
た
。そ

の
切
磋
琢
磨
が
あ
っ
た
か
ら
、今
も
消

滅
す
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
」。

　
「
ア
イ
ツ
は
浄
瑠
璃
語
れ
る
ス
ゴ
い

ヤ
ツ
や
」な
ど
の
会
話
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
、能
勢
の
浄
瑠
璃
は
暮
ら
し
の

一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

味
線（
太
棹
）と
太
夫
の
語
り

だ
け
で
物
語
を
進
行
さ
せ
る

素
浄
瑠
璃
。江
戸
時
代
、大
阪
へ
医
者

修
行
に
出
か
け
た
能
勢
の
村
人
が
浄

瑠
璃
を
習
い
、帰
郷
し
て
広
め
た
の
が

起
こ
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。能
勢
の

浄
瑠
璃
は「
お
や
じ
制
」と
言
わ
れ
る

特
徴
的
な
伝
承
方
法
で
ま
ち
に
息
づ

い
て
い
ま
す
。

　
「
家
元
制
度
に
似
て
い
ま
す
が
、世

襲
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。太
夫
は
お
や

じ
に
な
る
前
に
弟
子
を
と
り
、後
継
者

を
育
成
し
ま
す
」と
話
す
の
は
、43
代

目
の
竹
本
井
筒
太
夫
・
畠
中
敏
行
さ

ん
。「
竹
本
文
太
夫
派
、竹
本
井
筒
太
夫

派
、竹
本
中
美
太
夫
派
に
加
え
、平
成

13
年
に
竹
本
東
寿
太
夫
派
が
で
き
、現

在
、能
勢
に
は
4
つ
の
派
が
あ
り
ま

す
。任
期
は
だ
い
た
い
3
年
ぐ
ら
い

で
、お
や
じ
で
い
る
間
、弟
子
た
ち
の

着
物
か
ら
お
披
露
目
の
宴
会
の
費
用

な
ど
を
持
ち
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
が
、期
間
限
定
で
新
し
い
お
や
じ

が
誕
生
す
る
の
で
、そ
れ
ま
で
縁
が

能勢の浄瑠璃  竹本四派（おやじ制）とは

能勢に江戸時代から伝わる浄瑠璃は、太棹三味線と太夫の語りに
よって物語が進行する「素浄瑠璃」と言われる地域ブンカ。世襲制で
はないおやじ制度によりできた竹本文太夫派、竹本井筒太夫派、竹
本中美太夫派があり、互いに励まし競い合ってその伝統を継承。平成
13年には新しく竹本東寿太夫派が誕生し、4つの派になりました。国
の選択無形民俗文化財。

　  淨るりシアター（072-734-3241）

三

P.24  人とまち、時代を結ぶブンカ P.23

義
太
夫
節
の
お
や
じ
制

能
勢
の
浄
瑠
璃 
竹
本
四
派
（
大
阪
府
能
勢
町
）

OYAJISEI

GIDAYUBUSHI

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
まちのブンカの中には、地区ごとにお神輿を
持つお祭りや、学校ごとに競争して発展した
スポーツのブンカなど、担い手がいくつかの
チームに分かれているものがありませんか？
良いライバル関係があるから切磋琢磨でき
る、ブンカが継承される、そんな視点を持って
見つめてみましょう。

約200年もの 長い間、大阪のてっぺん能勢で
受け継がれてきた浄瑠璃は、義太夫節のおや
じ制があったから。4つの派がいいライバル関
係を築けたからこそ、切磋琢磨して継承され
ました。

まちの声 おやじを務めるのはおよそ3年。
その間は負担も大きいですが、
他の派よりも上手になりたい！と
いうライバル関係や、浄瑠璃に
関わることがステイタスだと感
じる風土があります。
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全国に残る「新田」の地名が表すもの。
それは、この地が生まれた当時、新しく開拓され、
村の人の手でつくられた場所ということ。
鳥取県南部、岡山県の県境にある集落「新田」もそんな場所のひとつです。
むらづくりの団結力や結束力を高めたのは、
1体の人形を3人で操る「3人1組」の精神。
集落の高齢化が進む21世紀のいま、
地域の消滅を危惧したむらの人たちが立ち上がり、
日本で初めて、なんと住民全員をメンバーとするNPO法人を設立。
むらづくりのために新田が選んだ道、それもまた
むらづくりの精神を育んだ、美しい山里に残る伝統ブンカの継承でした。

NO,3

人形を操る「3人1組」の精神が結んだ
むらづくりのための団結・結束力

新
田
む
ら
づ
く
り
運
営
委
員
会

新
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
相
生
文
楽
（
鳥
取
県
智
頭
町
）

p25_p26

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、人
形
浄
瑠
璃

が
む
ら
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。開
拓
さ
れ

た
集
落
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
り
住

み
着
い
た
。放
っ
て
お
け
ば
バ
ラ
バ
ラ

に
な
る
は
ず
の
む
ら
に
人
形
浄
瑠
璃
が

あ
っ
た
か
ら
団
結
し
て
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
ん
で
す
」。ま
ち
の
ブ
ン
カ

に
よ
っ
て
集
い
、結
束
を
強
め
、生
き
て

き
た
む
ら
の
物
語
は
、全
国
で
初
め
て

集
落
全
体
を
N
P
O
法
人
化
と
い
う
新

し
い
1
ペ
ー
ジ
を
つ
づ
る
こ
と
に
。

　

そ
の
後
、新
田
地
区
に「
清
流
の
里
新

田 

人
形
浄
瑠
璃
の
館
」が
完
成
し
た
の

は
平
成
12
年
の
こ
と
。

　
「
集
落
の
高
齢
化
が
進
み
、こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
、と
立
ち
上
が
っ
た
。目

指
す
の
は
、こ
の
む
ら
の
精
神
を
育
て

て
く
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
の
発
展
で
す
」

と
岡
田
さ
ん
。新
田
地
区
の
ま
ち
の
ブ

ン
カ
に
は
、地
域
の
誕
生
と
こ
れ
か
ら

を
結
ぶ
大
切
な
役
割
が
あ
る
の
で
す
。

形
浄
瑠
璃
は
、「
首
と
足
、左

手
の
3
人
で
ま
わ
す
で
し
ょ

う
。こ
の
3
人
1
組
の
精
神
こ
そ
、新

田
の
む
ら
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
た
団

結
力
の
根
源
だ
と
思
い
ま
す
よ
」。目

を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
な
が
ら
、新
田

の
む
ら
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
く
だ

さ
る
の
は
、新
田
む
ら
づ
く
り
運
営
委

員
会
の
岡
田
さ
ん
。平
成
3
年
か
ら
始

ま
っ
た
活
動
で
人
形
浄
瑠
璃
や
山
里

で
の
収
穫
体
験
な
ど
の
都
市
交
流
、ブ

ン
カ
交
流
を
進
め
て
き
た
メ
ン
バ
ー

の
ひ
と
り
で
す
。驚
く
こ
と
に
3
人
1

組
の
精
神
の
お
か
げ
で「
む
ら
に
ケ
ン

カ
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。険
悪

な
雰
囲
気
に
な
る
と
、翌
日
一
緒
に
人

形
を
う
ま
く
ま
わ
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

人
形
浄
瑠
璃
が
私
た
ち
の
こ
こ
ろ
に

く
れ
た
効
果
は
大
き
い
」と
笑
顔
で
続

け
ま
す
。

　

明
治
6
年
に
神
社
に
奉
納
し
た
記

録
が
残
る
新
田
の
人
形
浄
瑠
璃
。精
神

的
混
乱
が
起
こ
っ
た
と
言
わ
れ
る
明

治
初
期
に「
人
形
浄
瑠
璃
が
生
ま
れ

新田人形浄瑠璃芝居相生文楽とは

新田人形浄瑠璃芝居相生文楽は、明治時代初期に村の青年たちが立
ち上がり健全なまちづくりのために、人形を揃え、岡山県の人形座な
どから指導されたのが始まりと言われています。昭和20年代に人間
国宝である桐竹紋十郎に指導を受け「相生文楽」の幟を贈られ、今に
至ります。保有する人形首は鳥取県智頭町の有形民俗文化財に指定
されています。

　  清流の里新田 人形浄瑠璃の館（0858-75-1994）

人

P.26  人とまち、時代を結ぶブンカ P.25

UNEI IINKAI
MURAZUKURISHINNDENN　　

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
自分の住む地域の人との関係を築き、人と人
のこころを結ぶのもブンカのチカラ。自分の
まちがどういう場所でどんな課題を抱えてい
るか、また、どんな地域にしたらいいかをコ
ミュニティの一員として考えてみましょう。み
んなで考え、一致団結するのにまちのブンカ
はひと役かってくれるはず！

岡山県との県境に位置する鳥取県智頭町。自
然豊かな山村にある清流の里新田 人形浄瑠
璃の館は、人形浄瑠璃の鑑賞・体験ができ、
隣接する施設では宿泊も。館は地域で運営し
ています。

まちの声
地域のブンカの次の担い手を探
しながら、むらの魅力を広く伝え
るため、人形浄瑠璃だけでな
く、山村体験などの地域のブン
カ全体に対する活動を精力的に
進めています！
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P.27P.28   人のこころを豊かに育むブンカ

column

大阪府の人形浄瑠璃
竹本義太夫や近松門左衛門の活躍で隆盛を極めた人形浄瑠璃。

他に類を見ない人形浄瑠璃が伝わるのが“大阪のてっぺん”能勢町です。
まちにとって大切なブンカのチカラ 4

＜ P.29　和知人形浄瑠璃／和知人形浄瑠璃会（京都府京丹波町）

＜ P.31　淡路人形浄瑠璃／淡路人形座（兵庫県南あわじ市）

人のこころを豊かに育むブンカ

1&2

Osaka

能勢人形浄瑠璃
鹿角座 Osaka

江戸時代から200年以上にわたり受
け継がれてきた素浄瑠璃に、平成10
年に地元の人びとによる人形とお囃
子が加わって生まれたのが能勢人
形浄瑠璃です。「淨るりシアター」を
根城に、地域に深く根を下ろした伝
統と、どこにもない新しいものを創
造しようとするバイタリティーが融
合したのが鹿角座です。

能勢の浄瑠璃
竹本四派 Osaka

人口1万人余りの町で200人を越える
太夫を擁する能勢の浄瑠璃を支えて
きたのは「おやじ」とよばれる独自の
制度です。それまで浄瑠璃に関心の
なかった人びとを積極的に勧誘し新
たな弟子を養成するのが「おやじ」の
任務です。平成13年に新たな一派が
生まれ4派となるなど、全国的にも希
少な伝承のあり方は今も健在です。

地
域
に
残
る
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え

そ
れ
は
史
実
？
そ
れ
と
も
伝
説
？

そ
れ
が
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

ま
ち
に
残
る
伝
説
に
基
づ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芝
居
を

継
承
す
る
和
知
人
形
浄
瑠
璃
。

プ
ロ
の
人
形
座
が
活
躍
し
、全
国
に
人
形
浄
瑠
璃
を

広
め
た
歴
史
を
持
つ
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
。

人
の
こ
こ
ろ
を
育
む
ブ
ン
カ
は
、

ま
ち
の
生
き
た
教
材
で
す
。
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繰
り
広
げ
ら
れ
る
、と
あ
る
夫
婦
の

物
語
。

「
こ
の
物
語
は
中
学
校
の『
総
合
的
な

学
習
の
時
間
』に
選
択
科
目（
人
形
浄

瑠
璃
）と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、小
学
校
高
学
年
の
人
形
ク

ラ
ブ
で
は『
傾
城
阿
波
鳴
門
』を
扱
い
、

語
り
と
人
形
遣
い
を
教
え
て
い
ま
す
」

と
大
田
さ
ん
。こ
の
地
域
に
赴
任
し
て

き
た
中
学
校
の
校
長
先
生
が「
こ
ん
な

伝
統
文
化
が
残
っ
て
い
る
な
ん
て
素

晴
ら
し
い
！
」と
依
頼
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。現
在
、和
知
人
形

浄
瑠
璃
会
に
は
3
名
の
高
校
生
メ
ン

バ
ー
が
志
願
し
て
所
属
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
ブ
ン
カ
に
こ
こ
ろ
を
ふ
る
わ

せ
る
京
丹
波
町
の
子
ど
も
た
ち
。ブ
ン

カ
を
”地
域
の
た
か
ら
も
の
“と
認
識

し
、素
直
に
感
動
で
き
る
こ
こ
ろ
。和

知
人
形
浄
瑠
璃
が
育
む
豊
か
さ
に
地

域
ブ
ン
カ
の
大
切
な
役
割
の
ひ
と
つ

を
見
つ
け
ま
し
た
。

人形遣い、太夫、三味線、舞台演出にストーリーそのもの、
何度観ても新しい楽しさを発見できる人形浄瑠璃。
子どもには難しすぎる？いいえ、そんなことはありません。
地域に伝わる民話や、むらに根づく人形浄瑠璃ブンカには
子どもの豊かなこころと地域への愛を育むチカラがあるのですから。
時は江戸末期、京都府は京丹波町大迫のむらで楽しまれた
素朴な張りぼて人形に端を発する和知人形浄瑠璃のように。
京丹波で多くの人びとが集まる道の駅「和」に併設された
伝統芸能常設館で定期公演を行う和知人形浄瑠璃会
会長の大田喜好さんに地域ブンカの大切な役割について
お話をうかがいました。

分
の
生
ま
れ
た
場
所
あ
る
い

は
今
暮
ら
し
て
い
る
場
所
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
ど
の
よ
う

な
気
候
で
何
が
生
産
さ
れ
、人
び
と
は

ど
う
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
。地
域
の
歴

史
や
物
語
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

京
都
府
の
ほ
ぼ
中
央
部
、京
丹
波

町
。こ
こ
で
生
ま
れ
た
和
知
人
形
浄
瑠

璃
は
、ま
ち
の
歴
史
と
と
も
に
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
の
手
で
育
ま
れ
た
地
域

の
ブ
ン
カ
。「
京
丹
波
町
に
は
和
知
人

形
浄
瑠
璃
の
ほ
か
に
和
知
太
鼓
、小
畑

万
歳
、文
七
踊
り
の
4
つ
の
伝
統
芸
能

が
あ
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、和
知
人
形

浄
瑠
璃
の
保
存
・
発
展
を
目
指
し
設
立

さ
れ
た
の
が
、和
知
人
形
浄
瑠
璃
会
で

す
」と
話
す
の
は
、和
知
人
形
浄
瑠
璃

会
会
長
の
大
田
喜
好
さ
ん
で
す
。「
和

知
人
形
浄
瑠
璃
は『
一
人
遣
い
』と
い

う
人
形
操
作
法
が
特
徴
。代
表
す
る
演

目『
長
老
越
節
義
之
誉
』は
、地
元
の

民
話
が
も
と
に
な
っ
た
作
品
で
す
」。

「
長
老
越
節
義
之
誉
」は
、江
戸
時
代

寛
文
の
こ
ろ
、園
部
藩
を
舞
台
に

自

NO,1

伝統が育む子どものこころ
歴史を学び、地域を愛する

和知人形浄瑠璃とは

江戸時代末期、大迫村（京丹波町大迫）で農閑期に素朴な人形を
操って楽しんだことが起源とされる和知人形浄瑠璃。和知文楽として
発展する中、昭和60年に京都府無形民俗文化財に指定。和知人形浄
瑠璃会として、道の駅「和」伝統芸能常設館にて定期公演を行うな
ど、活発に活動しています。代表作には地元の民話をもとにした「長
老越節義之誉」など。

　  京丹波町教育委員会（0771-84-0028）

和
知
人
形
浄
瑠
璃

（
京
都
府
京
丹
波
町
）

JORURI

NINGYO

WACHI　　
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P.30  人のこころを豊かに育むブンカ

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
自分の暮らすまちに伝わる民話や伝説を知っ
ていますか？古くから語り継がれる物語には、
現在のまちの暮らしにつながる足跡や、その
源流を知るヒントがいっぱい。民話や伝説を
地域のブンカに活用する方法を探ってみる
と、意外なところから新しいブンカの担い手
を発見できることでしょう。

和知の民話をもとにした作品「長老越節義之
誉」は、平成の世に新しく生まれた、和知人形
浄瑠璃を代表する作品。人形浄瑠璃を通して子
どもたちにまちのブンカにたくさんふれてもら
おうと、和知人形浄瑠璃会が活動しています。

まちの声
中学校の授業でも「長老越節義
之誉」を扱っており、物語からま
ちのブンカの魅力を伝えていま
す。興味の間口を広くすることに
役立っていると思います。
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JORURI

NINGYO

AWAJI　　

P.06

日本全国に残る伝統芸能・人形浄瑠璃は
淡路の人びとの活躍ぬきには語れません。
500年の歴史を持つ淡路人形浄瑠璃の特徴は、
人形浄瑠璃がひとつの「職」として生きているということ。
生業だからこそ、妥協することなく磨いた技術、
生業だからこそ、長い時間をかけて育まれた地域のチカラ。
地域の人びとの人形浄瑠璃への思いと団結力、
ブンカが私たちにくれる産物のひとつと言えるでしょう。

NO,2

地域力で育て続ける
プロ集団の人形浄瑠璃

淡
路
人
形
浄
瑠
璃

淡
路
人
形
座
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

　

一
方
、淡
路
は
浄
瑠
璃
を
語
っ
た

り
、人
形
を
操
っ
た
り
、三
味
線
を
弾

け
る
子
ど
も
が
多
い
こ
と
も
特
徴
の

ひ
と
つ
。小
中
高
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
や

地
域
の
子
ど
も
会
、社
会
人
グ
ル
ー
プ

で
も
人
形
浄
瑠
璃
に
取
り
組
み
、文
化

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
り
、海
外
公
演

を
行
う
な
ど
、そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
形
の

制
作
技
術
を
伝
承
し
よ
う
と
、三
つ
の

市
民
サ
ー
ク
ル
が
木
偶
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

淡
路
人
形
座
の
支
配
人
・
坂
東
千
秋

さ
ん
は「
3
人
で
人
形
を
遣
う
人
形
浄

瑠
璃
は
、世
界
一
の
技
術
。地
元
の
子

ど
も
に「
ス
ゴ
イ
」と
言
わ
せ
た
い
し
、

世
界
中
ど
こ
へ
い
っ
て
も
誇
れ
る
芝

居
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」自
分
た
ち

の
ま
ち
の
ブ
ン
カ
に
妥
協
は
あ
り
ま

せ
ん
。人
形
浄
瑠
璃
の
ふ
る
さ
と
の
取

り
組
み
そ
の
も
の
が
世
界
に
誇
れ
る

ブ
ン
カ
な
の
で
す
。

形
浄
瑠
璃
は
4
0
0
年
ほ
ど

前
、京
都
で
生
ま
れ
ま
し
た

が
、淡
路
の
三
條
村（
南
あ
わ
じ
市
市

三
條
）に
は
そ
れ
以
前
か
ら
、人
形
操

り
の
長
い
伝
統
が
あ
り
ま
し
た
。江
戸

時
代
に
な
る
と
、最
新
の
浄
瑠
璃
を
取

り
入
れ
、各
地
へ
巡
業
に
出
ま
し
た
。

淡
路
の
人
形
座
は
も
と
も
と
プ
ロ
の

芸
能
集
団
で
し
た
」。と
話
す
の
は
、淡

路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
の
中
西
英
夫

館
長
。淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
職
業
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、演
目
も
技
術
も
飛

躍
的
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
に
魅
せ
ら
れ
、長

年
、中
学
校
で
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
を

指
導
し
、淡
路
人
形
座
応
援
団
を
結
成

し
た
田
端
幸
子
さ
ん
は「
だ
か
ら
こ

そ
、地
域
の
理
解
も
大
き
い
。地
域
に

伝
わ
る『
だ
ん
じ
り
唄
』の
よ
う
に
古

く
か
ら
あ
る
も
の
を
大
切
に
し
よ
う

と
い
う
素
地
が
あ
り
ま
す
。こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
チ
カ
ラ
こ
そ
、淡
路
人

形
浄
瑠
璃
が
こ
れ
か
ら
も
生
き
続
け

る
原
動
力
」と
続
け
ま
す
。

淡路人形浄瑠璃とは

室町時代末期に西宮（兵庫県）の人形遣いから伝わったのが起こりとさ
れ、18世紀前期には40以上の人形座が全国を巡業し、浄瑠璃文化を伝
えました。各地で伝承される人形芝居の多くは淡路系人形芝居です。
中央では早くに廃絶した演目など淡路独特の演目や、早替わりなどの
演出を伝えてきたことも特色です。淡路人形座はその伝統を受け継ぐ
ただ一つの人形座。福良港にある専用劇場での定時公演や出張公演の
ほか、人形浄瑠璃の振興のための活動をしています。国指定重要無形
民俗文化財。

　  淡路人形座（0799-52-0260）

「
人

P.31P.32  人のこころを豊かに育むブンカ

木沢芸能振興会はすぐに代替わりできる伝統
の担い手がいなかったことが課題でした。
2006年、当時の会長が59歳の若さで他界。
「人形の遣い手を町外から募集するか、つぶ
れてしまうのか苦悶した」と話します。

　　　 自分のまちのブンカに
　　　 活かす視点
あなたの暮らすまちに古くから続いている産
業に結びついた文化はありませんか？そんな
地域のくらしに根づく文化にも、次の世代へと
つなぐ担い手の発掘は欠かせません。まちの
ブンカがどのように子どもたちに伝わってい
るか、カッコいい！という憧れや夢づくりに役
立っているか、目をむけてみましょう。

江戸中期には40ほどの人形座があった淡路
ですが、娯楽の多様化により、その数も減少、
現在は淡路人形座1座のみ。若い活動の担い
手を育成するという課題に対し、さまざまな取
り組みを行っています。

まちの声
ブンカを支えるのは地域の人の
チカラ！地域をあげて取り組ん
だ養成プロジェクトが効果をあ
げています。小学校高学年ぐら
いから人形浄瑠璃を始める子も
います。
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P.33P.34  『まちのブンカ』を創る人たち

column

京都府の人形浄瑠璃
浄瑠璃人形の操作方法は、主遣い、左手遣い、足遣いの三人でひとつの人形を遣う
三人遣いが基本ですが、一人遣いや糸操り、ロクロ車に腰掛けて遣う車人形など

さまざまな形態が現存しており、日本の人形文化の奥行きを感じます。
京都には、特殊な一人遣いの人形操作を伝承している地域が2カ所もあります。

和知人形浄瑠璃 Kyoto

傾城阿波鳴門や絵本太功記などの
ほか、地元の江戸時代の民話を基に
した「長老越節義之誉」や和知太鼓
の由来とされる物語の「夏艸丹ノ国
噺」などオリジナルの演目もありま
す。効率よく人形を遣うために工夫
された、一人遣いの操作方法は、動
きに制約はあるものの和知人形浄
瑠璃の大きな特徴です。

佐伯灯籠人形浄瑠璃 Kyoto

佐伯灯籠は亀岡市の薭田野町・吉川
町に鎮座する四つの神社の合同祭で
す。祭礼行列に加わる台灯籠と呼ばれ
る移動式の舞台で、義太夫節に合わ
せて演じられる人形浄瑠璃です。約
35cmの小さな人形を、背中や両手に
取り付けた竹串などで操作します。人
形の遣い手は基本的には一人一体で
すが、登場人物の多い時は、一人で何
体もの人形を遣うこともあります。

1

Kyoto

2

Kyoto

のチカラ

のチカラ

Talk about Power of BUNKA！

『まちのブンカ』を創る人たち

「
伝
統
芸
能
を
や
る
」
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
 

地
域
に
残
っ
て
い
た「
人
形
浄
瑠
璃
を
や
る
」
 

の
意
識
だ
と
人
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
く
る

丹
生
谷
清
流
座 

湯
浅 

悦
司
さ
ん

ブ
ン
カ
が
な
け
れ
ば
地
域
力
は
生
ま
れ
な
い

地
域
力
が
な
け
れ
ば
ブ
ン
カ
は
育
た
な
い

南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
館
長 

中
西 

英
夫
さ
ん

カ
ッ
コ
い
い
な
！
オ
モ
ロ
い
な
！
が
大
事

ブ
ン
カ
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
！

淨
る
り
シ
ア
タ
ー
館
長 

松
田 

正
弘
さ
ん
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P.35P.36  『まちのブンカ』を創る人たち

「丹生谷清流座」のメンバーで、徳島県那賀町職員。
徳島に伝わる阿波人形浄瑠璃の郷土文化伝承と地
域への貢献を目的に「丹生谷清流座」を設立。町の職
員として業務に当たる一方、清流座の一員として各地
での公演にも精力的に取り組んでいます。

丹生谷清流座
那賀町内の青年団が中心となり平
成21年6月28日人形浄瑠璃座を結
成。現在11人の座員により活動し
ています。座名の由来は、町内に
源流を持ち大海に流出る清流那
賀川の清流に、青年団の「青」のイ
メージを重ね、那賀町の古くから
の俗称である「丹生谷」を合わせ
たものです。ふるさとを思う気持
ちを高齢者から子どもまでが共有
できる、慣れ親しんだ呼び名とし
て名付けられました。

※勘緑…浄瑠璃人形遣い。人形浄瑠璃の普及・発展と文楽人形の新しい可能性を求めて、平成
24年1月、33年間在籍した文楽座を辞しフリーの人形遣いに。主宰する「木偶舎」での公演活動の
ほか、全国各地の人形芝居の指導・演出や、徳島県の農村舞台復活にも積極的に取り組んでい
る。平成20年4月から人形浄瑠璃とくしま座芸術監督。平成21年徳島新聞文化賞受賞。

島
県
那
賀
町
。こ
の
自

然
豊
か
な
美
し
い
ま

ち
に「
丹
生
谷
清
流
座
」が
生

ま
れ
た
の
は
平
成
21
年
の
こ

と
。「
結
成
前
の
平
成
19
年
、人

形
遣
い
の
勘
緑
さ
ん
（
※
）が
徳

島
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、同
じ

那
賀
町
に
あ
る
北
川
の
農
村
舞

台
で
公
演
を
し
た
ん
で
す
」と

話
す
の
は
、丹
生
谷
清
流
座
の

湯
浅
悦
司
さ
ん
。「
那
賀
町
は

人
形
浄
瑠
璃
を
奉
納
す
る
た
め

の
農
村
舞
台
が
多
数
残
っ
て
い

る
地
域
。公
演
後
、青
年
団
で

人
形
座
を
結
成
で
き
な
い
か
と

相
談
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
ね
」。

　

勘
緑
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

ど
ん
ど
ん
人
形
浄
瑠
璃
の
魅
力

に
は
ま
り
込
ん
で
い
っ
た
湯
浅

さ
ん
。丹
生
谷
清
流
座
の
活
動

に
は
青
年
団
O
B
の
一
員
と
し

て
の
考
え
も
お
持
ち
で
す
。

「
も
と
も
と
地
域
の
伝
統
芸
能

や
人
形
浄
瑠
璃
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
訳
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け

ど（
笑
）。青
年
団
で
何
か
や
ろ

う
、と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
結

成
前
、
地
域
の
方
々
に
色
々

聞
い
て
み
よ
う
と
。そ
の
時
に

『
ば
ぁ
が
小
さ
い
時
は
人
形

浄
瑠
璃
が
あ
っ
た
の
に
、な
く

な
っ
て
寂
し
い
』と
い
う
意
見

を
あ
ち
こ
ち
で
耳
に
し
た
ん
で

す
。文
化
と
言
え
ば
子
育
て
や

教
育
に
役
立
て
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
、だ
ん
だ
ん
人

形
浄
瑠
璃
を
や
る
こ
と
が
自
分

た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
地
域
へ

の
恩
返
し
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、と
い
う
意
識
に
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。伝
統
芸
能
じ
ゃ
な

く
て
、地
域
に
残
っ
て
い
た
人

形
浄
瑠
璃
を
や
る
、そ
の
こ
と

が
た
く
さ
ん
の
意
味
を
持
つ
よ

う
に
思
え
ま
し
た
ね
」。

　

そ
し
て
、自
身
の
活
動
に
つ

い
て
こ
う
続
け
ま
す
。『
こ
ん

な
に
自
分
の
ま
ち
を
好
き
な

人
、初
め
て
見
た
』と
か
言
わ

れ
ま
す（
笑
）。文
化
っ
て
そ
も

そ
も
地
域
の
も
の
で
人
形
浄

瑠
璃
は
ひ
と
つ
の
デ
バ
イ
ス
。

人
形
浄
瑠
璃
を
や
る
と
ど
ん

ど
ん
人
が
集
ま
っ
て
く
る
ん

で
す
。『
伝
統
芸
能
を
継
承
す

る
』で
は
な
く
地
域
に
残
っ
て

い
た『
人
形
浄
瑠
璃
を
や
る
』、

そ
の
活
動
そ
の
も
の
が
地
域

の
つ
な
が
り
を
生
む
ん
だ
と

思
い
ま
す
」。

のチカラ

のチカラ

徳

「
伝
統
芸
能
を
や
る
」
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

 

地
域
に
残
っ
て
い
た「
人
形
浄
瑠
璃
を
や
る
」

 
の
意
識
だ
と
人
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
く
る

丹
生
谷
清
流
座 

湯
浅 

悦
司
さ
ん
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P.37

能勢の町営ホール「淨るりシアター」館長で、能勢人
形浄瑠璃 鹿角座のプロデューサー。約200年の素浄
瑠璃の伝統が残る能勢町で、囃子と人形を加えた人
形浄瑠璃を創造するに当たり、伝統と創造を共に目
指す道を見つけた、鹿角座設立の立役者。能勢と地
域ブンカの独自性にこだわりを持つ。

※能勢人形浄瑠璃 鹿角座…200年以上の歴史をもつ能勢の浄瑠璃は、語りと三味線による素浄瑠
璃。平成10年、地域の財産として守り育てていくとともに次の世代へ提案・発展のため、人形と囃子を
加えたビジュアル化を図り、能勢人形浄瑠璃「鹿角座」が誕生。指導者に人形浄瑠璃文楽座の技芸
員らを迎え、年間を通して行なわれるワークショップを受けながら、全国を舞台に活動しています。

ち
づ
く
り
に
文
化
を

活
か
せ
る
か
と
い
う
、

実
に
率
直
な
疑
問
に
お
答
え
い

た
だ
こ
う
と
向
か
っ
た
の
は
大

阪
府
能
勢
町
。約
2
0
0
年
の

素
浄
瑠
璃（
太
棹
三
味
線
と
太

夫
の
語
り
に
よ
っ
て
物
語
が
進

行
す
る
）の
伝
統
が
受
け
継
が

れ
る
地
。
こ
こ
に
立
つ
町
営

ホ
ー
ル
・
淨
る
り
シ
ア
タ
ー
に

館
長
の
松
田
正
弘
さ
ん
を
訪
ね

ま
し
た
。

　
「
文
化
が
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
せ
る
か
ど
う
か
は
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
仕
方
に
よ
る
と
思

い
ま
す
。い
く
ら
能
勢
に
長
く

続
い
た
浄
瑠
璃
が
あ
る
と
い
っ

て
も
、『
カ
ッ
コ
い
い
な
！
オ
モ

ロ
い
な
！
』と
感
動
し
て
も
ら

え
る
い
い
舞
台
を
つ
く
ら
な
い

と
、
注
目
さ
れ
な
い
で
す
か

ら
」。町
営
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
が「
淨
る
り
シ
ア
タ
ー
」と
名

付
け
ら
れ
た
の
は
、も
ち
ろ
ん

浄
瑠
璃
が
能
勢
を
息
づ
い
て
い

た
こ
と
と
、「
浄
瑠
璃
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
の
表

れ
」と
松
田
さ
ん
。で
は
、ど
の

よ
う
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
か
。

地
域
の
人
を
含
め
、み
ん
な
に

憧
れ
を
抱
い
て
も
ら
え
る
か
、

そ
れ
を
カ
タ
チ
に
す
る
の
が

能
勢
人
形
浄
瑠
璃 

鹿
角
座（
※
）

の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
」。

　

素
浄
瑠
璃
の
根
付
く
地
に
人

形
と
囃
子
を
加
え
、新
し
く
生

ま
れ
た
能
勢
人
形
浄
瑠
璃 

鹿
角

座
は
、淨
る
り
シ
ア
タ
ー
が「
創

造
す
る
ホ
ー
ル
」で
あ
る
こ
と

の
象
徴
と
言
え
ま
す
。

　
「
私
た
ち
が
ま
な
ざ
し
を
む

け
る
の
は
2
0
0
年
後
の
能
勢

町
。2
0
0
年
前
に
生
ま
れ
た

浄
瑠
璃
が
今
も
残
っ
て
い
る
の

は
ス
ゴ
い
こ
と
で
す
が
、で
も

文
化
は
、そ
の
時
そ
の
場
所
で

暮
ら
す
人
た
ち
が
必
要
性
を
感

じ
な
か
っ
た
ら
、な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で

は
、2
0
0
年
後
の
能
勢
町
に

私
た
ち
が
何
を
残
せ
る
か
。は

る
か
昔
に
生
ま
れ
た
素
浄
瑠

璃
伝
統
を
人
形
浄
瑠
璃
と
し

て
、『
ま
ち
の
ブ
ン
カ
』と
し
て

創
造
し
た
時
代
が
あ
っ
た
ん

だ
よ
、だ
か
ら
能
勢
は
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
の
だ
と
話
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、未
来
の
ま

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
ね
。

ま
ち
に
残
る
文
化
資
源
を
、今

の『
ま
ち
の
ブ
ン
カ
』と
し
て

創
る
こ
と
が
、私
た
ち
に
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

のチカラ

のチカラ

ま

カ
ッ
コ
い
い
な
！
オ
モ
ロ
い
な
！
が
大
事

ブ
ン
カ
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
！

淨
る
り
シ
ア
タ
ー
館
長 

松
田 

正
弘
さ
ん

P.38  『まちのブンカ』を創る人たち

淨るりシアター
全席505席、人形浄瑠璃をはじめ
コンサートや講演会など多目的に
利用されている大阪府能勢町の
町民ホール。ロビーを開放してお
り、浄瑠璃の映像や資料展示の
ほか、能勢人形浄瑠璃 鹿角座
（P17）の拠点として、実際に使用
された人形なども展示。能勢の地
に約20 0年続く素浄瑠璃の伝統
と、新しく創造する人形浄瑠璃ブ
ンカを発信、全国的な注目を浴び
ています。
    大阪府豊能郡能勢町宿野30
    072-734-3241
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P.39

市村六之丞座の人形・道具を保存展示する南あわじ
市淡路人形浄瑠璃資料館の館長。市村六之丞座は、
淡路人形の元祖・上村源之丞座につぐ名門の一座で、
昭和40年代まで活動を続けました。

南あわじ市淡路人形浄瑠璃資料館
　 兵庫県南あわじ市市三條880
　 0799-43-5037
　 月曜日、祝日の翌日、年末年始

淡路人形座
吉田傳次郎座を継承し、昭和39年
に三原町市(南あわじ市市)で発足
しました。その後、福良港（阿淡汽
船待合所の2階）、大鳴門橋記念
館内の淡路人形浄瑠璃館に移転
し、平成24年、福良港に念願の専
用劇場「淡路人形座」がオープン
しました。
    兵庫県南あわじ市福良甲1528-1地先  
    0799-52-0260
    10:00 11:00 13:00 14:00 15:00
    水曜日、年末、臨時休館日

路
人
形
の
起
こ
り
は
室

町
時
代
後
期
。兵
庫
県

西
宮
神
社
に
仕
え
て
い
た
百
太

夫（
ひ
ゃ
く
だ
ゆ
う
）と
い
う
傀

儡
師（
く
ぐ
つ
し
）が
淡
路
の
三

條
村
を
訪
れ
、人
形
操
り
を
教

え
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
」。淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
る
の

は
、南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
資
料
館
の
中
西
英
夫
館

長
。「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
大
き

な
魅
力
の
一
つ
と
し
て
、他
に

な
い
独
自
の
演
目
や
演
出
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。『
奥
州
秀
衡
有
鬠

壻（
お
う
し
ゅ
う
ひ
で
ひ
ら
う
は

つ
の
は
な
む
こ
）』は
1
7
3
9

年
の
初
演
以
来
、大
阪
で
は
一

度
も
上
演
さ
れ
て
い
な
い
忘
れ

ら
れ
た
外
題（
演
目
）で
す
が
、

淡
路
で
は
戦
後
ま
で
伝
承
し
ま

し
た
。『
賤
ケ
岳
七
本
槍
』は
淡

路
座
が
2
外
題
を
取
り
合
わ
せ

て
改
作
し
た
、騎
馬
武
者
8
騎

（
人
形
遣
い
は
32
人
）が
勢
揃
い

す
る
大
掛
か
り
な
演
目
で
す
。

ま
た
神
事
色
を
色
濃
く
残
し
な

が
ら
、一
方
で
は「
早
替
わ
り
」

や「
道
具
返
し（
襖
か
ら
く
り
）」

な
ど
ケ
レ
ン
味（
観
客
を
驚
か

せ
る
趣
向
）に
富
む
演
出
を
伝

承
し
て
き
た
こ
と
も
特
色
で
、

こ
れ
ら
の
独
自
性
が
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
の
魅
力
で
す
。こ
の
よ

う
な
高
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
は
”職
業
“で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
生
ま
れ
た
の
で
す
」と

中
西
さ
ん
は
続
け
ま
す
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
と
地
域
の

関
係
は
？「
三
人
遣
い
の
人
形

芝
居
は
経
営
的
に
不
利
で
、職

業
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
幾
度
と
な

く
存
続
の
危
機
に
直
面
し
ま
し

た
。江
戸
時
代
、徳
島
藩
は
興
行

の
便
宜
を
図
っ
た
り
、と
き
に

は
資
金
も
貸
し
出
し
ま
し
た
。

『
元
木
家
記
録
』を
見
る
と
、阿

波
の
豪
農
・
豪
商
が
請
元
と
な

っ
て
淡
路
座
の
興
行
を
打
ち
ま

し
た
が
、多
く
は
赤
字
に
な
っ

て
い
る
。損
を
か
ぶ
っ
て
で
も

地
域
に
芸
能
文
化
を
提
供
す
る

彼
ら
の
心
意
気
を
感
じ
ま
す
。

現
在
、淡
路
人
形
協
会
が
中
心

と
な
り
、市
の
補
助
金
、サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
、ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
幅
広
い
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。伝
統
文
化
の
存
続
に

か
か
せ
な
い
の
は
、地
域
の
団

結
力
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

のチカラ

のチカラ

「
淡

P.40  『まちのブンカ』を創る人たち

ブ
ン
カ
が
な
け
れ
ば
地
域
力
は
生
ま
れ
な
い

地
域
力
が
な
け
れ
ば
ブ
ン
カ
は
育
た
な
い

南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
館
長 

中
西 

英
夫
さ
ん

『賤ヶ嶽七本槍』山の段

『玉藻前曦袂』神泉苑の段

『奥州秀衡有鬠壻』鞍馬山の段

休開

休
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column

関西ブンカのいま
関西では、人形浄瑠璃をはじめ、地域で生まれ、

まちの発展とともに成長してきたさまざまな文化があります。
和歌山県の地芝居と滋賀県の冨田人形をご紹介します。

城山神社

和歌山県下では数少ないまわり舞台（和歌山県指定
有形文化財）があり、二川歌舞伎芝居の舞台として
知られています。 毎年10月の秋祭りで「寿式三番
叟」が奉納されています。

二川歌舞伎芝居保存会

　  0737-23-0611

PICK
UP

NO,1

二
川
歌
舞
伎
芝
居 

和
歌
山
県 

地
域
の
文
化
を
子
ど
も
た
ち
の
手
に

和
歌
山
県
下
で
も
珍
し
い
農
村
歌
舞
伎

　

和
歌
山
県
有
田
川
町
二
川
に
あ
る
城
山

神
社
。こ
の
地
に
祭
礼
行
事
と
し
て
息
づ
く

二
川
歌
舞
伎
芝
居
が
あ
り
ま
す
。二
川
歌
舞

伎
芝
居
は
、農
耕
に
従
事
し
た
人
び
と
が
五

穀
豊
穣
を
願
う
祈
祷
舞
踊
が
起
源
。江
戸
時

代
の
文
化
・
文
政
の
頃
に
は
、京
都
や
大
阪

か
ら
本
歌
舞
伎
の
振
付
師
を
雇
い
入
れ
て
、

本
格
的
な
農
村
歌
舞
伎
へ
と
成
長
し
て
き

ま
し
た
。

　

現
存
す
る
演
目
は
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の「
寿
式
三
番
叟
」。姫
、お
す
鶴
、め
す

鶴
、面
箱
持
ち
の
4
人
の
役
者
に
よ
っ
て
演

じ
ら
れ
、神
事
と
し
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
に
入
り
、戦
争
な
ど
で
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
44
年
に
は
保
存
会

の
手
に
よ
り
復
活
。さ
ら
に
、地
元
・
城
山

西
小
学
校
で
は
、毎
年
秋
に「
寿
式
三
番

叟
」を
演
じ
る「
二
川
こ
ど
も
歌
舞
伎
」が

今
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
こ
こ
ろ
と
、地
域
愛
を
育
む
活

動
と
し
て
、長
く
根
付
い
て
い
ま
す
。

冨田人形共遊団（冨田人形会館）

滋賀県選択無形民俗文化財の冨田人形の保存と
発展を目指し設立。平成3年にオープンした冨田
人形会館には専用の舞台があり、年2回の定期公
演が行われています。

　  0749-72-2082

PICK
UP

NO,2

冨
田
人
形 

滋
賀
県

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
で
国
際
交
流

多
彩
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
進
化

　

冨
田
人
形
が
発
足
し
た
の
は
天
保
6
年

の
こ
と
。阿
波
の
人
形
座
が
訪
れ
た
際
、大

雪
に
見
舞
わ
れ
興
行
で
き
ず
、旅
費
代
わ

り
に
置
い
て
い
っ
た
人
形
で
、村
の
芝
居

好
き
が
稽
古
を
は
じ
め
た
こ
と
に
端
を
発

し
ま
す
。

　

冨
田
人
形
を
受
け
継
い
だ
の
は
、ほ
と
ん

ど
が
専
業
農
家
の
メ
ン
バ
ー
。日
本
の
就
労

形
態
の
変
化
に
伴
い
、専
業
農
家
も
減
少
、

活
動
も
下
火
に
。そ
ん
な
折
、地
元
の
若
者

た
ち
で
地
域
の
文
化
を
守
ろ
う
と
結
成
さ

れ
た
の
が
冨
田
人
形
共
遊
団
で
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、海
外
か
ら
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
た
国
際
交
流
。さ
ら
に
、セ
リ

フ
を
オ
ペ
ラ
調
に
置
き
換
え
て
、オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
演
じ
た
り
、詩
吟
に
合
わ
せ
て

演
じ
る
な
ど
、多
彩
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
伝
統
の
枠
に
捉
わ
れ
ず
、自
由

な
発
想
で
創
造
し
続
け
る
ブ
ン
カ
の
形
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
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みんなで考える

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
た
ち

に
は
ブ
ン
カ
の
可
能
性
を
、文
化

活
動
に
携
わ
る
人
た
ち
に
は
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
ヒ
ン
ト
を
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
共
通
語
と
も

言
え
る『
ま
ち
の
ブ
ン
カ
』を
テ
ー

マ
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、双
方
向
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る「
ま
ち
の
ブ

ン
カ
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

人
が
地
域
で
生
き
て
行
く
上
で
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
ブ
ン
カ
、地
域

に
欠
か
せ
な
い
ブ
ン
カ
の
”こ
れ

か
ら
“に
つ
い
て
、み
ん
な
で
楽

し
く
考
え
ま
し
た
。

人形浄瑠璃の関係者だけに限らず、まちづくり
や地域活性化に興味を持つ方を対象に開催し
たワークショップ。地域にブンカがなぜ必要な
のか、今後ブンカをどう活かしたら、まちの魅力
につながるのかをワークショップ形式で楽しく
意見を出し合いました。

＞P45～48

まちづくりに取り組む人、文化活動に携わる人、
それぞれを対象に「まちのブンカ」のこれからを考えました

地域の文化活動に取り組む方や、文化振興に携
わる行政職員などを対象にしたシンポジウム。
文化活動、まちづくり、それぞれの専門家を招
き、文化に携わることは地域づくりにつながって
いること、そのためにどんな取り組みが必要か
を論点に、「まちのブンカ」のこれからについて
考えました。

＞P49～54
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コミュニティにおけるまちのブンカの大切さを見直したり、
地域ブンカのこれからをワークショップ形式で楽しく意見を
出し合う「まちのブンカ会議」。大阪、徳島の両会場で関西各
地で活動する人形座による人形浄瑠璃を上演。活動に携わ
る方たちによる、人形浄瑠璃の魅力や各地の現状と課題な
どのトークセッションと、まちのブンカのこれからについて
意見交換するワークショップを開催しました。当日お集まり
いただいたのは、人形浄瑠璃に限らず「地域のブンカについ
て考える」ことに興味を持ってお集りいただいた方々。自分
のまちのブンカについて、さまざまなお立場からのご意見を
いただきました。

〈 大阪会場 〉
太夫：宮崎照美 三味線：鶴澤友丸
人形座：寄井座　徳島県神山町の中心地であ
る神領地区で、嘉永元年（1848年）に設立され
た人形座。当時、全国を巡業した淡路の人形
座の中でも有名な上村源之丞座に所属してい
た市川氏の指導を受けたことから、座名は上
村都太夫座であった。所有する木偶人形は60
体余りあり、そのほとんどが「天狗久」の作で、
県の有形文化財に指定されているものも多い。
人形座：丹生谷清流座（P35）

〈 徳島会場 〉
太夫・三味線：喜笑会
人形座：あわ工芸座　昭和57年に伝承座とし
て設立、その後平成5年に現在の「あわ工芸
座」に改称した。阿波人形浄瑠璃振興会の運
営委員を務め、使用する木偶人形も自ら制作し
ていた前座長・後藤文子さんが平成26年3月に
突然他界。座の存続にむけて、座員が一丸とな
り、義理の娘にあたる後藤俊子さんを新座長
に活動を継続している。過去12回の海外公演
の実績を持つ。

トークセッション出演者
〈大阪会場〉
● 寄井座 座長：山尾納さん
● 丹生谷清流座：湯浅悦司さん
● NPO法人阿波農村舞台の会：佐藤憲治さん
〈徳島会場〉
● あわ工芸座 座長：後藤俊子さん
● 勝浦座：松下義和さん
● 南あわじ市淡路人形浄瑠璃資料館
　館長：中西英夫さん
● NPO法人阿波農村舞台の会：佐藤憲治さん

出演団体・トークセッション出演者

ま
ち
の
ブ
ン
カ
会
議

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

考
え
る
ま
ち
と
ブ
ン
カ

　　　　 会場

2014年12月13日（土）
〈 大阪会場 〉
あべのハルカス近鉄本店「SPACE9」

2014年12月20日（土）
〈 徳島会場 〉
徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

　　 プログラム
▶ はじまりのごあいさつ
▶ 人形浄瑠璃公演
▶ トークセッション
　テーマ「人形浄瑠璃の魅力、現状と課題」
▶ アイデア出しのワークショップ
▶ 話し合いの結果を発表・共有
▶ おわりに

P
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ま
ち
づ
く
り
に
ブ
ン
カ
を
活
か
す
ヒ
ン
ト

（
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

形
浄
瑠
璃
の
公
演
の
あ
と
、

実
際
に
人
形
座
の
方
々
な

ど
か
ら
人
形
浄
瑠
璃
の
魅
力
と
こ

れ
か
ら
に
向
け
た
お
話
を
う
か
が

い
、ま
ち
の
ブ
ン
カ
を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
話

し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

　

大
阪
、徳
島
い
ず
れ
の
会
場
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
や
立
場
の
方
々
が

参
加
。多
彩
な
意
見
の
数
々
が
飛
び

出
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
大
盛
り

上
が
り
！
人
形
浄
瑠
璃
と
い
う
伝
統

文
化
の
枠
を
超
え
た
、地
域
で
ブ
ン

カ
を
活
か
す
た
め
の
た
く
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
か
ら
、

「
ま
ち
の
ブ
ン
カ
」づ
く
り
に
は
、さ

ま
ざ
ま
な
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
し
く
み
が

必
要
な
こ
と
。参
加
の
枠
を
広
げ
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
参
加
の

段
階
を
設
け
る
こ
と
で
、楽
し
み
や

魅
力
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し
た
。

地
域
の
新
し
い
魅
力
や
価
値
を
生
み

出
す
ま
ち
の
ブ
ン
カ
。そ
れ
を
生
み

だ
す
ヒ
ン
ト
と
、そ
ん
な
ブ
ン
カ
の

持
つ
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
た

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

人

昔から文楽が大好きだったので
参加して本当に良かったです！
ワークショップでは、いろんな世
代の人の考えを知ることができ、
人の集まる場の共有がいかに大
切かを感じました。今まで以上
に、自分の見たこと、感じたこと
を発信していきたいと思います。

ブンカ活動を行う人とブンカ事
業に関わる人、みなさまの意識が
高く、とても意義深いイベントで
した。特にワークショップでは、
自分が主体的に行動すること、私
にもできることがある、という意
識変化が起きました。現在の活動
などに人形浄瑠璃を組み入れる
と思わぬ化学反応が起こるので
は！と期待にわくわくしています。

丹生谷清流座のみなさんの行動

力に圧倒されました。ブンカと

は、その良さを残しつつ語り継い

でいくべきもの。人に確認されて

初めて価値を持つのだなぁと感

じました。伝統工芸の発信活動

に役立つモチベーションにつな

がりました。

ワークショップは初めての経験
でしたが、伝統芸能という枠にと
らわれない意見がたくさん出た
ことがとても楽しかったです。自
分の地元のブンカについて考え
たことがなかったので、とてもい
いきっかけになりました。今の時
代の感覚というものも考えなが
ら、変革していく必要もあるんだ
なと感じています。まずは知るこ
とが大事！地元の歴史やブンカ
に興味を持ったことがなかった
ので、そこから若者としての感覚
をもって、「カッコよく」発信して
いきたいです！

地域のブンカを知るき
っかけに

なって良かったです！
浄瑠璃の

公演を観られたことがと
っても楽

しかったです！さらに
、ワーク

ショップでは、ブンカは
地域の課

題や魅力が「見える化
」されるも

の、という意見がとても
印象的で

した。

人形浄瑠璃だけでなく、ブンカと
いう観点で話をできたので、とて
も盛り上がりました！一番印象に
残ったことは太夫さんの迫力！ブ
ンカとは、人間性を表現するも
の。その方法はいくらでも時流に
合わせて良いんですね。観る・知
る・感動を共有することの大切さ
を感じました。

参加者の声

地域の中心と
なるもの

住んでいる人の
誇りになるもの

季節の風物詩

今年もこの季節が

来たと感じられる

感じるための
こころを
育むもの

つながりを
生むもの

ジョールリ居酒屋を
NYに出してみる！

まちづくりの
活動にブンカを
組み入れる！

デザイナーとコラボ
したジョールリグッズ

の開発

徳島に行きたい！
ブンカと食を

体感できるツアー

集まりを
つくるもの

伝承するもの

地域の個性を
つくるもの

地域のお楽しみ

時間を超える
普遍的なもの

教育に
活用できるもの

地域に住む人た
ちを

つなぐもの

新しいジョールリ

プロレス
人形浄瑠璃

人形を講師に
食と酒のスクールを

開講

ブンカをテーマ
にした地域の
ミライの絵を描く

まずは「知る」こと！

SNSや動画共有サイト

での情報発信

お年寄りと若者を
ブンカでつなげる

イベント

ご当地グルメなども
含むブンカを

テーマに地域対抗
ブンカ合戦

伝承活動を
刺激する
全国人形芝居
フェス

「あなたにとってブンカとは？」抜粋

「まちにブンカを活かすアイデア」抜粋

学校や祭りなど、
人形浄瑠璃の地域への

露出を増やす
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み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
も
の
を

つ
く
り
上
げ
る

伝
統
文
化
が
若
者
を

刺
激
す
る

林（
聞
き
手
）　

ま
ず
は
、文
楽
座
を
お

辞
め
に
な
り
、今
フ
リ
ー
の
人
形
遣
い

と
し
て
活
動
す
る
勘
緑
さ
ん
。地
域
の

人
形
芝
居
と
ま
ち
づ
く
り
の
関
係
に
つ

い
て
、ご
自
身
の
活
動
か
ら
、ど
の
よ
う

に
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

勘
緑
さ
ん（
以
下
、勘
）

　

文
楽
に
在
籍
中
か
ら
地
元
の
徳
島

で
は
20
年
く
ら
い
人
形
浄
瑠
璃
の
指

導
を
し
て
い
ま
し
た
が
、徳
島
で
国
民

文
化
祭
が
あ
っ
た
2
0
0
7
年
か
ら

本
格
的
に
農
村
舞
台
や
人
形
座
の
復

活
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

ん
な
中
で
、結
成
さ
れ
た
の
が
那
賀
町

の
丹
生
谷
清
流
座
で
す
。

　

那
賀
町
は
山
村
の
小
さ
な
町
で
す

が
、そ
の
中
で
青
年
団
や
消
防
団
の
人

が
集
ま
っ
て
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と

き
に
、町
に
あ
る
農
村
舞
台
を
活
用
し

よ
う
と
、彼
ら
は
人
形
浄
瑠
璃
を
選
び

ま
し
た
。す
ぐ
に
辞
め
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、な
ん
と
彼
ら
が
の
め
り
込

み
ま
し
て
。最
初
は
面
白
が
る
だ
け
の

人
や
無
理
や
り
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人

ま
で
い
ま
し
た
が
、取
り
組
ん
で
い

る
う
ち
に
、自
分
が
人
前
で
表
現
す
る

こ
と
に
長
け
て
い
る
こ
と
を
発
見
し

た
り
、世
の
中
や
組
織
の
中
で
役
立
っ

て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。役
場
の
人
が
参
加
し
て
い
た

の
も
一
因
だ
と
思
い
ま
す
が
、や
は

り
、ま
ち
の
文
化
・
資
源
で
あ
る
人
形

浄
瑠
璃
や
農
村
舞
台
が
若
者
た
ち
を

刺
激
し
、み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
も
の
を

創
っ
て
那
賀
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

林　

地
域
の
文
化
を
取
り
上
げ
た
こ

と
で
、周
囲
も
応
援
し
て
く
れ
る
し
、

そ
こ
で
や
り
が
い
を
持
て
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。

　

次
に
こ
れ
も
徳
島
県
の
例
に
な
り

ま
す
が
、出
身
地
の
現
状
を
そ
の
ま
ま

撮
っ
た
映
画「
祖
谷
物
語
」を
制
作
さ

れ
た
蔦
監
督
か
ら
も
お
伺
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

蔦
さ
ん（
以
下
、蔦
）

　

昨
年
劇
場
公
開
し
た「
祖
谷
物
語
」

は
、徳
島
県
の
池
田
町（
現
在
の
三
好

市
）の
山
奥
に
あ
る
祖
谷
地
方
と
い
う

集
落
を
舞
台
に
１
年
か
け
て
撮
影
し
た

映
画
で
す
。日
本
三
大
秘
境
で
も
あ
る

祖
谷
で
暮
ら
す
人
び
と
が
自
然
に
寄
り

添
い
、抗
い
な
が
ら
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
る
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
す
が
、
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日時 2015年2月22日（日） 14:00～16:30

会場 あべのハルカス25F貸会議室

聞き手 林彩華（studio-L）

まちのブンカ会議
シンポジウム

ブンカと地域をつ な  ぐ

山崎 亮
studio-L代表

東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科教授。京都造形
芸術大学空間演出デザイン学科教授。地域の課題を地域に住
む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。ま
ちづくりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、建
築やランドスケープのデザイン、市民参加型のパークマネジメ
ントなどに関するプロジェクトが多い。

勘緑
浄瑠璃人形遣い

人形浄瑠璃の普及・発展と文楽人形の新しい可能性を求め
て、2012年1月、33年間在籍した文楽座を辞しフリーの人形遣
いに。主宰する「木偶舎」での公演活動のほか、全国各地の人
形芝居の指導・演出や、徳島県の農村舞台復活にも積極的に
取り組んでいる。2008年4月から人形浄瑠璃とくしま座芸術監
督。2009年徳島新聞文化賞受賞。

蔦 哲一朗
映画監督

祖父は池田高校野球部の元監督・蔦文也。2007年製作「夢の島」
で第31回ぴあフィルムフェスティバル観客賞を受賞、国内外から
高い評価を得る。2013年に地元、徳島の祖谷地方を舞台にした
「祖谷物語ーおくのひとー」を発表。東京国際映画祭をはじめ、ト
ロムソ国際映画祭で日本人初となるグランプリを受賞。多くの映
画祭に出品され話題となる。

佐々木 雅幸
同志社大学特別客員教授

文化庁文化芸術創造都市振興室長、創造都市ネットワーク日
本の顧問。2008年度から2010年度まで文化経済学会〈日本〉会
長、2010年に国際学術雑誌City,Culture&Society（Elsevierか
ら刊行）を発刊し、5年間編集長を務めた。主著に『創造都市の
経済学』、『創造都市への挑戦』、編著に『創造農村』、『創造都
市への展望』など。

坂根 政代
鳥取県鳥取市円通寺人形芝居保存会 事務局長 

徳島県那賀町で地元の青年団が結成した人形座「丹生谷清流座」による

寿二人三番叟からスタートした今回のシンポジウム。これからの人口減少社会において、

どのようにまちづくりを進めていくべきか。そのための、伝統文化、地域、そして

そこに暮らす人たちの在りかたとは。それぞれの視点でまちづくりに関わる方々を

パネリストにむかえ、まちのブンカとこれからについて話し合いました。

「
美
し
い
田
舎
」と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、あ
え
て
自
然
の
厳
し
さ
や
観
光
化

を
目
指
す
地
元
の
人
達
と
自
然
を
守
る

べ
き
と
い
う
移
住
者
の
争
い
な
ど
、僕
が

地
域
を
見
て
思
っ
た
こ
と
を
問
題
提
起

と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
制
作
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、婦
人
会
、猟
友
会
、建
設
業
の
方
々

に
協
力
い
た
だ
き
、少
し
は「
地
域
づ
く

り
」が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

運
良
く
多
く
の
方
に
評
価
を
い
た
だ

き
、劇
場
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。祖
谷
と
い
う
場
所
を
全
国
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

林　
今
、お
二
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、お
話
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
地

域
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

山
崎
さ
ん
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

山
崎（
以
下
、山
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う

聞
き
慣
れ
な
い
肩
書
き
で
、元
気
が
な

く
な
っ
た
ま
ち
の
地
域
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
10
年
間
し
て
き
ま
し
た
。と

い
っ
て
も
、我
々
が
何
か
得
策
を
も
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、地
域
に
住
ん

で
い
る
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く
方
法
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

集
落
の
話
が
先
ほ
ど
か
ら
出
て
き
て

い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
弱
っ
て
し
ま
っ
た

集
落
に
大
学
の
研
究
室
や
行
政
が
入
っ

て
活
性
化
し
よ
う
と
し
て
、結
局
数
年
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。そ
う
い
う
こ

と
を
日
本
の
集
落
の
方
は
何
度
か
経
験

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
て
、そ
こ
に
僕
ら

が
呼
ば
れ
る
と「
ま
た
活
性
化
っ
て
い
う

の
か
！
」と
言
わ
れ
る（
笑
）。

　

そ
こ
で
僕
ら
は
、ま
ず「
こ
の
ま
ち
を

ど
う
す
る
の
か
を
決
め
ま
し
ょ
う
」と

い
う
話
を
し
ま
す
。ど
の
地
域
で
も
活

性
化
で
は
な
く
、農
村
の
文
化
や
集
落

の
作
法
を
し
っ
か
り
と
記
録
し
て
閉
じ

て
い
く
と
い
う
こ
と
提
案
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。浄
瑠
璃
な
ど
の
伝
統
文
化

や
地
域
の
文
化
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
、文
化
に
ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

”共
に
生
き
る
“と
い
う

こ
と
の
大
切
さ

文
化
は
人
が
生
き
て
き
た

歩
み
そ
の
も
の

林　

こ
こ
で
、鳥
取
県
の
円
通
寺
の
人

形
芝
居
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

円
通
寺
の
人
形
芝
居
は
農
村
地
域
の

暮
ら
し
を
歌
っ
た
念
力
節
で
踊
る
舞

が
特
徴
で
す
。今
日
は
円
通
寺
の
坂
根

パ
ネ
リ
ス
ト
の
紹
介
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さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
根
さ
ん（
以
下
、坂
）

　

私
は
20
歳
く
ら
い
の
時
に
円
通
寺
人

形
芝
居
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、そ

の
時
に
前
会
長
が
よ
く
言
っ
て
い
た
の

が「
昔
か
ら
う
ち
の
一
座
は
、た
と
え

荷
物
持
ち
で
あ
っ
て
も
巡
業
の
給
金
は

全
員
で
平
等
に
分
け
て
い
た
。み
ん
な

背
景
に
家
族
が
い
る
か
ら
。た
だ
演
じ

る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、一
緒
に
生
き
て

き
た
ん
だ
」と
。”共
に
生
き
る
“と
い

う
こ
と
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た
の
だ
と

感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
れ

か
ら
一
度
結
婚
・
出
産
で
離
れ
て
20
年

経
っ
て
復
帰
し
た
時
に「
ど
う
し
て
人

形
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、そ
の
時
は
、「
み
ん
な
が
喜

ん
で
帰
っ
て
く
れ
る
と
自
分
も
楽
し
く

な
れ
る
か
ら
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で

す
。喜
怒
哀
楽
が
人
形
を
使
う
こ
と
で

浄
化
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

円
通
寺
の
人
形
芝
居
は
、江
戸
時
代

の
末
期
に
荒
れ
て
い
た
村
を
な
ん
と

か
し
よ
う
と
藤
右
衛
門
と
い
う
村
人

が
私
財
を
投
げ
出
し
て
作
っ
た
そ
う

で
す
。生
き
る
上
で
の
希
望
を
求
め
て

人
形
芝
居
が
起
さ
れ
た
。そ
う
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
る
と
、文
化
は
形
だ
け

で
な
く
て
、生
き
て
き
た
歩
み
そ
の
も

の
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

怠
る
と
や
っ
ぱ
り
廃
れ
て
い
き
ま
す
。

今
の
人
た
ち
が
伝
統
的
な
も
の
を
ど

の
よ
う
に
表
現
す
る
べ
き
な
の
か
、そ

れ
こ
そ
勘
緑
さ
ん
に
率
先
し
て
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

勘　

面
白
く
な
い
と
い
け
な
い
、現
代

の
人
が
共
感
す
る
も
の
で
な
い
と
い
け

な
い
。円
通
寺
さ
ん
が
浄
瑠
璃
じ
ゃ
な

く
地
元
の
民
謡
で
や
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
そ
の
時
は
そ
れ
が
流
行
っ
て
い
た

か
ら
。だ
か
ら
こ
そ
今
ま
で
続
い
て
い

る
わ
け
で
す
。伝
統
は
変
革
し
て
い
く

こ
と
で
破
壊
も
さ
れ
な
い
、守
る
事
ば

か
り
や
っ
て
い
る
か
ら
い
け
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。

佐　

ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
言
え
ま
す
。同
じ
考
え
の
人
ば
か

り
に
な
っ
て
ア
イ
デ
ア
が
出
な
く
な

る
と
廃
れ
て
し
ま
う
。だ
と
し
た
ら
新

し
い
、風
変
り
な
人
を
連
れ
て
く
る
の

は
ど
う
か
。そ
れ
で
成
功
し
た
の
が
徳

島
県
の
神
山
町
で
す
。最
初
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
い

う
取
り
組
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
村
に
滞
在

し
て
も
ら
い
、自
由
に
作
品
を
作
っ
て

も
ら
う
。ネ
ッ
ト
で
神
山
の
ア
ー
ト
が

紹
介
さ
れ
、今
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
か
ら
も「
神
山
が
面
白
い

こ
と
を
や
っ
て
い
る
」と
評
判
に
な

　

例
え
ば
、徳
島
に
は
も
う
ひ
と
つ
の

伝
統
芸
能「
阿
波
お
ど
り
」が
あ
り
ま

す
。僕
も
地
元
が
大
好
き
で
、地
元
に

帰
る
理
由
の
ひ
と
つ
が
阿
波
お
ど
り

で
す
。そ
し
て
、僕
が
阿
波
お
ど
り
を

見
て
感
じ
る
の
は
性
の
、エ
ロ
の
匂
い

が
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。映
画
に
し

て
も
人
が
行
き
た
く
な
る
理
由
は
結

局
エ
ロ
だ
っ
た
り
す
る
。そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
が
伝
統
文
化
の
中
に
も
必
要

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

勘　

う
ま
い
こ
と
言
い
ま
す
ね
。確
か

に
浄
瑠
璃
も
下
世
話
な
話
が
多
い
。そ

ん
な
こ
と
し
か
描
い
て
い
な
い
で
す
よ

（
笑
）。人
を
好
き
に
な
っ
て
こ
っ
ち
に

向
い
て
く
れ
よ
と
殺
し
に
い
っ
た
り
、

ス
ト
ー
カ
ー
し
た
り
。若
造
が
隣
の
奥

さ
ん
に
お
金
貸
し
て
く
れ
と
い
っ
て
断

ら
れ
、怒
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
て
油
ま

み
れ
に
な
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

阿
波
お
ど
り
に
は
男
女
の
出
会
い
の
場

が
あ
る
。そ
ん
な
魅
力
も
必
要
で
す
ね
。

佐
々
木
さ
ん（
以
下
、佐
）

　

伝
統
文
化
が
な
ぜ
廃
れ
る
の
か
。そ

れ
は
今
の
感
性
と
合
わ
な
い
か
ら
と

い
う
の
も
大
き
い
。今
、伝
統
と
し
て

残
っ
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、そ

の
当
時
は
前
衛
だ
っ
た
。生
き
残
る
に

は
変
わ
り
続
け
る
何
か
、ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
さ
が
必
要
で
す
。そ
の
努
力
を

伝
統
文
化
＝
”守
る
“で
は
な
い

現
代
人
の
共
感
を
得
る

変
化
が
必
要

林　

人
び
と
が
生
き
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
し
て
人
形
芝
居
の
よ
う
な

地
域
の
文
化
が
発
展
し
た
ん
で
す
ね
。

で
す
が
、や
は
り
今
の
問
題
と
し
て
地

域
の
文
化
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
難

し
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

勘　

本
当
に
難
し
い
で
す
よ
ね
、考
え

れ
ば
考
え
る
ほ
ど
。徳
島
の
限
界
集
落

は
昔
か
ら
芸
能
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

い
ま
し
た
。人
形
浄
瑠
璃
一
座
の
存
続
は

で
き
て
い
ま
す
が
、地
域
の
活
性
化
に

は
今
の
と
こ
ろ
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

思
い
切
り
金
目
に
走
っ
て
、観
光
産
業

と
し
て
や
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
が
地

域
の
成
功
と
呼
べ
る
の
か
ど
う
か
…
。

林　

蔦
監
督
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

最
近
で
は
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
も
増
え
、

映
画
館
離
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
も
あ
り
ま
す
が
。

蔦　

僕
は
、文
化
を
”守
る
“と
い
う
こ

と
が
目
的
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。昔
は
、伝
統
芸
能
が
憩
い
や
出
会

い
の
場
で
し
た
。そ
れ
は
映
画
館
も
同

じ
で
、デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
は
ず

な
の
に
、そ
こ
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

り
、好
循
環
が
で
き
て
い
る
わ
け
で

す
。伝
統
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
は
結
局
一
緒
で
す
ね
。

地
域
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
る

そ
れ
が
”ま
ち
の
ブ
ン
カ
“を
創
る

勘　

地
域
の
文
化
を
育
て
る
キ
ー
ワ
ー

ド
の
ひ
と
つ
に
”郷
土
愛
“が
あ
る
と

思
い
ま
す
。私
は
那
賀
町
の
一
番
奥
の

集
落
で
8
年
間
お
芝
居
を
し
て
い
ま

す
が
、そ
う
い
っ
た
集
落
に
は
自
動
車

の
修
理
か
ら
電
気
工
事
ま
で
、一
人
で

な
ん
で
も
で
き
る
す
ご
い
お
っ
ち
ゃ

ん
が
い
る
ん
で
す
。最
初
は
お
っ
ち
ゃ

ん
た
ち
に「
勘
緑
と
い
い
ま
す
」と
酒

を
ぶ
ら
下
げ
て
い
っ
て
飲
み
外
交
か

ら
は
じ
め
て
、地
域
に
参
加
し
て
い

く
。信
用
さ
れ
て
打
ち
解
け
る
と
お
っ

ち
ゃ
ん
た
ち
は
す
ご
い
。強
い
味
方
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。「
こ
こ
の
ア
メ
ゴ

は
旨
い
ん
だ
よ
」と
、そ
ん
な
こ
と
を

お
せ
っ
か
い
に
教
え
く
れ
る
人
が
い

る
こ
と
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

一
番
の
方
法
で
す
。そ
の
架
け
橋
の
よ

う
な
存
在
に
人
形
浄
瑠
璃
が
な
り
は

じ
め
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

山　

参
加
し
て
い
く
こ
と
で
郷
土
愛

が
深
ま
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
蔦
監
督
の
お
じ
い
さ
ん
で
あ

る
池
田
高
校
の
蔦
文
也
監
督
の
話
を

し
た
い
で
す
。蔦
監
督
は
池
田
高
校
の

野
球
部
監
督
に
な
っ
て
30
年
で
全
国

優
勝
へ
導
く
わ
け
で
す
が
、40
年
間

ず
っ
と
同
じ
高
校
の
教
員
だ
っ
た
ん

で
す
。県
の
教
育
委
員
会
は
必
ず
何
年

か
ご
と
に
先
生
を
異
動
さ
せ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
普
通
は
あ
り
え
な

い
こ
と
。教
育
委
員
会
の
粋
な
計
ら
い

も
あ
っ
て
、池
田
高
校
の
全
日
制
と
定

時
制
を
交
互
に
異
動
さ
せ
て
い
た
の

だ
そ
う
で
す（
笑
）。み
ん
な
が
監
督
に

は「
い
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
」と
、池
田
高
校
野
球
部
が
強
く

な
っ
て
、全
国
で
名
を
馳
せ
る
と
信
じ

て
い
た
。つ
ま
り
地
域
の
方
々
が
参
加

し
て
い
た
ん
で
す
。も
ち
ろ
ん
野
球
を

す
る
の
で
は
な
く
て
、応
援
す
る
た
め

に
試
合
を
見
に
行
っ
て
、体
感
し
て
、

参
加
し
て
い
た
か
ら
、池
田
高
校
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
で
き
た
。こ
れ
は

ま
さ
に
”ま
ち
の
ブ
ン
カ
“で
す
よ
ね
。

伝
統
文
化
で
も
地
域
文
化
で
も
一
緒

だ
と
思
い
ま
す
。NEXT
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人形浄瑠璃×縁活WALL GALLARY

関西各地の人形浄瑠璃芝居を守る多くの方々を実際に訪ね、

取材してきた内容をパネル展示しました。

縁活とは
市民活動団体・地域のみなさん・ボランティアと百貨店が一緒に、楽しくて、
社会をちょっと良くする活動を行う百貨店の取り組みです。

人形浄瑠璃×ピクニック書道
三味線と太夫の節回しが響く店内。街ステーションには入りきれないほ
どのお客さんがつめかけ、徳島の人形座「阿波人形浄瑠璃研究会青年
座」による人形浄瑠璃が上演されました。演目は、寿二人三番叟と書道
にちなんだ外題「生写朝顔話」（抜粋）。
三味線と太夫は、鶴澤友輔さんによる弾き語り。演目に合わせて、ピク
ニック書道の髙橋千枝子さんによる書道の実演も！書道と人形浄瑠
璃、双方の魅力を感じることのできるプログラムとなりました。

　　　印象に残った言葉！
わたしたちにとって地域のブンカとは？
改めて考えて、感じたことを教えてください

● 郷土愛を深めるきっかけをくれるもの
● 伝統文化の本質は楽しみということを
　 改めて感じた。変わることの大切さも。
● やはり見ること、体験することが大切だと
　 感じました。
● 伝統文化を「理解する感性」の下地を
　 どうつくれば良いのか。そこが肝だと思った。
● 自分のまちには、浄瑠璃のように
　 誇れるような文化があるのかどうか。
　 まずは地域を知ることが大事だと感じた。
● 参加型、共感して同志をつくることが大切！
● 自分のまちにどれだけ人と人が関わる
　 しくみをつくれるか、自分ができる小さな
　 ことから一つひとつ取り組んでいきます。

参加者の声

「郷土愛」
「文化を通じて人が
　つながることが一番大切」
「文化は生活の一部であり、
　社会を変える力がある！」
「参加・体験してもらう
　ことが重要である」
「ブンカの再生は
　地域の再生になる」
「技術向上が文化持続させる
　ことにつながる」

同時
開催

人形浄瑠璃×縁活
シンポジウムに合わせて、あべのハルカス近鉄本店内コミュニティスペース
「街ステーション」で縁活とのコラボレーション企画を開催しました。

http://www.en-katsu.info

人
を
つ
な
げ
る
伝
統
文
化
を

活
用
し
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に

人
口
減
少
社
会
を
生
き
る

林　

そ
れ
で
は
最
後
に
今
日
の
感
想
を
そ

れ
ぞ
れ
お
う
か
が
い
し
た
い
の
で
す
が
。

蔦　

僕
が
出
来
る
具
体
的
な
こ
と
は
、

映
画
を
作
り
続
け
て
、郷
土
愛
を
育
む

こ
と
で
、こ
れ
か
ら
徳
島
に
貢
献
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勘　

人
形
浄
瑠
璃
は
本
当
に
面
白
い

で
す
。後
継
者
を
な
ん
と
か
増
や
し
て

人
形
浄
瑠
璃
を
”今
に
生
き
て
い
る
演

劇
“
に
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。人
形

浄
瑠
璃
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、観
れ
ば

観
る
ほ
ど
面
白
い
。た
だ
、そ
の
面
白

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、浄
瑠
璃

も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
。

4
0
0
年
も
変
わ
ら
な
い
芸
能
が
あ

る
こ
と
が
お
か
し
い
の
で
す
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
地
域
が
芸
能
で
よ
く
な
っ

て
い
く
の
な
ら
、僕
は
ど
こ
に
で
も
行

き
ま
す
。

佐　

今
、関
西
広
域
連
合
と
関
わ
り
な

が
ら
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
む
け
た
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。2
0
1
2
年
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、4,
3
0
0

万
人
の
市
民
が
参
加
し
た
と
言
わ
れ

P.53

き
っ
か
け
と
し
て
、人
形
浄
瑠
璃
の
よ

う
な
地
域
の
伝
統
文
化
を
う
ま
く
活

用
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
Ｎ
Ｄ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
こ
と
を
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
し

た
い
と
文
化
庁
の
人
た
ち
は
考
え
て

い
ま
す
。こ
れ
を
や
る
た
め
に
は
勘
緑

さ
ん
の
よ
う
な
人
が
1,
0
0
0
人
は

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。ぜ
ひ
み
な
さ

ん
、こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

山　

専
門
家
に
よ
る
と
4,
0
0
0
万

人
か
ら
3,
5
0
0
万
人
く
ら
い
が
日

本
の
適
正
な
人
口
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
は
い
か
に
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
に
人
口
減
少
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。ポ
イ
ン

ト
は
都
市
と
地
方
の
人
口
比
率
で
す
。

戦
前
ま
で
、日
本
で
は
人
口
の
80
％
が

地
方
に
住
ん
で
い
て
、都
市
は
20
％
で

し
た
。し
か
し
戦
後
、そ
れ
が
逆
転
し

て
し
ま
っ
た
。人
数
が
減
っ
て
い
く
と

い
う
の
は
昔
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、実
際
に
は
地
方
に
も
う

一
度
、人
口
を
還
流
さ
せ
な
い
と
幸
せ

な
国
に
は
戻
れ
な
い
、次
の
70
年
も
都

市
に
人
口
が
集
中
す
る
状
況
の
ま
ま

生
き
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。人
口
が
減
る
こ
と
は
自
然
な
流

れ
だ
と
し
て
も
、も
う
一
度
地
方
の
活

力
や
可
能
性
を
信
じ
て
、そ
こ
で
仕
事

を
し
て
生
活
し
て
い
こ
う
と
思
わ
せ

る
、ま
た
そ
の
人
た
ち
が
つ
な
が
る

地
域
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

文
化
は
人
が
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
な
る

人
形
浄
瑠
璃
を

”今
に
生
き
て
い
る
演
劇  “に

文
化
の
革
新
に
は
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
材
と
サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要

文
化
は
”守
る      “こ
と
が

目
的
で
は
な
い
、

共
感
を
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
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